
広
報

O M A C H I No.1107

4
2023年（令和５年）

新型コロナウイルス感染症の影響により、掲載した行事などの内容が変更となる場合があります

　４月から大町中学校となる第一中学校と仁科台中学校、八坂小中学校
となる八坂小学校と八坂中学校で３月16日、最後の卒業式が開かれました。
　最後の卒業生は、第一中学校が63人、仁科台中学校が125人、八坂小
学校が８人、八坂中学校が12人です。在校生や保護者、教職員が見守る
中、一人一人卒業証書を受け取り、思い出の学舎を旅立ちました。
　八坂小学校と八坂中学校では卒業式で、第一中学校と仁科台中学校で
は卒業式後に行われた閉校式で、それぞれの校旗を市教育委員会に返納
し、校史に幕を下ろしました。（関連記事は２～３ページ）

主な内容
❷　ありがとう　思い出の学舎
❹　令和５年度　予算概要
❻　マイナポイントの
　申し込みはお早めに！
❼　楽しい子育て応援します！
❽　４月から大町市消防団の
　体制が変わります
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ありがとう 思い出の学舎
　令和５年３月、市内の四つの学校がその歴史に幕を下ろしました。第一中学校と仁科台中学校は、仁科台中学
校を校地に再編され、４月に「大町中学校」が開校します。八坂小学校と八坂中学校は、それぞれの校舎をそのま
ま活用した校舎分離型の義務教育学校「八坂小中学校」として、４月から新たなスタートを切ります。
　ここでは閉校した四つの学校の歩みと校歌を掲載します。

八坂小学校の歩み
昭和61年 4月 八坂第一小・八坂第二小を統合し、

八坂村立八坂小学校開校
昭和62年 1月 校歌制定、新校舎敷地造成起工式
昭和62年 3月 校旗制定
昭和63年 3月 新校舎で生活が始まる
平成18年 1月 大町市立八坂小学校となる
平成25年 7月 信州型コミュニティ・スクールの

指定を受ける
平成27年 4月 コミュニティ・スクール発足
令和 5年 3月 閉校

八坂中学校の歩み
昭和22年 4月 八坂村立八坂中学校発足
昭和22年 9月 校章制定
昭和45年 2月 新校舎に移転
昭和52年11月 第１回総合発表会
昭和57年 伝統の「ガードレール磨き」開始
平成10年 3月 体育館・プール竣工
平成12年 1月 新校舎完成
平成18年 1月 大町市立八坂中学校となる
平成27年 4月 コミュニティ・スクール発足
令和 5年 3月 閉校
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基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

歴代
卒業生
総数

517人

歴代
卒業生
総数

2,516人
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ありがとう　思い出の学舎

第一中学校の歩み
昭和34年 4月 中学校三校制により、大町市立第一中学

校発足（校舎新築まで旧平中と第二中の
校舎で学習）

昭和36年 4月 新校舎に移転し、実質統合中学校となる
昭和36年12月 体育館完成
昭和38年 2月 校旗完成
昭和42年 4月 二校制に移行、新学区による開校式
昭和43年12月 技術棟完成
昭和44年 1月 新校舎落成記念祝賀会
昭和46年 8月 プール完成
昭和60年12月 門柱除幕式
平成16年 7月 全面改築事業起工式
平成17年11月 新校舎開き
平成18年 3月 体育館完成
平成18年12月 第一中学校竣工式
平成29年 4月 コミュニティ・スクール発足
令和 4年10月 閉校記念行事開催
令和 5年 3月 閉校

仁科台中学校の歩み
昭和40年 4月 大町市仁科台中学校発足（第二中・第三

中を廃止し、大町部校・常盤部校とする）
昭和41年 1月 校章決定
昭和42年 4月 新校舎で開校式・入学式
昭和42年 7月 体育館完成
昭和43年 校歌・校友歌制定
昭和46年 8月 プール落成式
昭和56年 9月 本校の爺ケ岳登山をモデルに文部省選定

映画ができる
平成元年 8月 校舎大規模改修工事開始
平成 6年10月 今までの「総合発表会」の名称を改め、第

１回「蓮華祭」開催
平成14年10月 「蓮華祭」の名称を改め「総合発表会」に戻す
平成20年 8月 全面改築事業起工式
平成21年12月 新校舎開き
平成22年 9月 復活第１回「蓮華祭」開催
令和 4年 9月 閉校記念行事開催
令和 5年 3月 閉校
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基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

歴代卒業生総数

11,204人

歴代卒業生総数

12,509人
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令和5年度　大町市予算概要
　令和５年度予算が市議会３月定例会で可決され、各事業が始まりました。一般会計と特別・企業会計の予算総
額は299億7,974万円（前年度比2.0％増）です。
　一般会計の歳入は、コロナ禍による景気低迷が徐々に改善していることから、法人市民税は改善を見込んでい
るものの、個人市民税は依然厳しい状況にあります。地方交付税は2.3％減の56億8,831万円、臨時財政対策債
は61.4％減の7,577万円を見込んでいます。
　一般会計の歳出は、会計年度任用職員報酬の一元化、八坂・美麻ＣＡＴＶ網光化対策事業などにより総務費が
４億6,444万円の増、白馬リサイクルプラザ建設や旧市環境プラント解体に伴う北アルプス広域連合負担金、八
坂診療所建設工事に伴う国民健康保険特別会計直診勘定繰出金などにより衛生費が４億8,537万円の増です。教
育費では中学校の大規模改修費が減額となるものの、小学校再編環境整備事業、山岳博物館屋根及び外壁塗装等
修繕工事、文化会館特定天井耐震化工事実施設計などの新規事業が予定されています。
■問い合わせ　企画財政課財政係　℡市内線591・592

一般会計 予算総額173億5,900万円 （前年度比0.2％増）

市債　8億3,307万円
市が銀行などから

借りるお金

国・県からの支出金
　21億9,994万円

地方消費税交付金
などの交付金
8億5,545万円

地方譲与税
2億 698万円

地方交付税
56億8,831万円

市の財政力に応じて
国から交付されるお金

市税
42億 771万円

市民税や固定資産税など皆
さんに納めていただくお金

繰入金・繰越金
15億 765万円

使用料および手数料
2億6,108万円

分担金および負担金
7,226万円

財産収入などの諸収入
15億2,655万円

予備費　3,000万円

公債費　14億5,416万円
借金の返済などの経費

教育費　12億1,238万円
学校教育や生涯学習などの経費

消防費　5億 608万円
防災対策や消防・救急活動などの経費

土木費　13億8,134万円
道路などの維持管理や整備、
除雪などの経費

衛生費　27億6,927万円
保健・医療やごみ処理などの経費

民生費　43億7,828万円
高齢者・障がい者福祉や
子育て支援などの経費

総務費　31億1,310万円
事務経費や市役所の管理運営、
定住促進などの経費

議会費　1億5,576万円
議会運営などの経費

商工費　14億6,646万円
商工業や観光振興などの経費

農林水産業費　7億6,403万円
農業振興や森林経営の支援などの経費

労働費　1億2,814万円
勤労者福祉対策などの経費

依
存
財
源

自
主
財
源

歳入 歳出

8.4％

0.3％

1.2％

0.9％

0.9％

7.0％

8.0％

8.4％

2.9％

16.0％

24.2％

8.7％

8.8％

4.9％

4.8％

32.8％

12.7％

25.2％

17.9％

4.4％

0.8％0.7％

1.5％

0.4％

0.2％

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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令和５年度　大町市予算概要

具体的な事業

新 ＝新規事業　充 ＝充実事業

充 北アルプス国際芸術祭実行委員会負担金（第１）　北アルプス国際芸術祭実行委員会へ
の負担金 5,050 万円

新 小学校再編環境整備事業（第１）　大町・平地区新小学校再編に伴う施設改修等工事の
実施設計 3,600 万円

新 文化会館特定天井耐震化工事実施設計（第１）　耐震改修の努力義務が課されている文
化会館の大ホール・ホワイエの天井耐震化とＬＥＤ化の実施設計 1,200 万円

新 山岳博物館屋根及び外壁塗装等修繕工事（第１）　遮熱塗料を使用した本館屋根及び外
壁塗装等修繕工事の実施 2,500 万円

新 麦大豆生産技術向上事業補助金（第２）　地域農業再生協議会で、麦大豆の増産を支援
するため、新たな営農技術導入に対する補助 375 万円

充 工場等誘致振興条例に基づく助成（第２）　市内で増設した企業などの投下資産分・固
定資産税相当分に対する助成 3億8,396 万円

新 高瀬渓谷登山バス運行事業（第２）　登山客の利便性向上を図り、新たな誘客を推進す
る高瀬渓谷への登山バス運行 339 万円

新 黒部ダム竣
しゅんこう

工60周年事業（第２）　黒部ダム竣工60周年記念事業を実施するための市
プロモーション委員会への負担金 198 万円

新 かえで保育園解体工事（第３）　施設老朽化による解体工事 6,500 万円

新 八坂診療所移転新築工事（第３）　老朽化した診療所を建て替え、地域医療の確保を図
る。（国民健康保険特別会計直診勘定運営費） 1億2,191 万円

新 新生児聴覚検査の公費負担（第３）　先天性難聴の早期発見のため、新生児全員を検査
できる体制を整備 78 万円

充 地域型保育事業（第３）　家庭的保育事業として「きらり」を新規に追加 1,800 万円
新 ＤＸ推進事業（第４）　窓口でのキャッシュレス決済の導入 119 万円

新 八坂・美麻ＣＡＴＶ網光化対策事業（第４）　地域間の情報格差の是正を図るため、八
坂・美麻地区のＣＡＴＶ網の光化工事に向けた実施設計 3,723 万円

充 ごみ処理広域化推進事業（第４）　白馬リサイクルプラザ建設工事（令和５年度に延期
されたことに伴う増額）、旧市環境プラント解体工事 3億3,355 万円

新 親水施設設置工事（第４）　親水空間を創出する施設を八日町ポケットパークに整備 100 万円
充 電動車の導入（第５）　ガソリン使用量の削減を図るため、公用車の電動化を促進 227 万円

新 地域人口分析等業務委託（第５）　人口分析・将来人口推計・人口安定化シミュレーショ
ン・職員研修などを実施 154 万円

企業会計 名称 令和５年度 前年度比
水道事業 7億8,515万円 ＋ 0.9％

温泉引湯事業 7,940万円 △ 9.3％

公共下水道事業 17億9,094万円 △ 4.2％

農業集落排水事業 1億7,156万円 ＋ 1.6％

病院事業 58億7,807万円 ＋ 7.3％

特別会計 名称 令和５年度 前年度比
国民健康保険 32億1,708万円 ＋ 5.6％

後期高齢者医療 4億2,746万円 ＋ 5.7％

公営簡易水道事業 2億7,110万円 ＋ 18.2％

※端数処理しているため、内訳と合計は一致しません。

特別会計・企業会計 予算総額126億2,074万円 （前年度比4.6％増）

第１…ふるさとに誇りを持つひとを育むまち
第２…活力あふれる産業と地域の魅力を活かしたにぎわいのあるまち
第３…だれもが健康で安心して暮らせるまち
第４…豊かな自然を守り快適に生活できるまち
第５…市民の参画と協働でつくるまち

　第５次総合計画の
まちづくりのテーマ

（第１～５）と共に主
な事業を紹介します。

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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市の組織改正

新設

統合

マイナポイントの申し込みはお早めに！

改正前 改正後

教育委員会 教育委員会
国民スポーツ大会準備室

福祉課 福祉課
高齢者・介護保険係 高齢者・包括支援係
地域包括支援センター

　市では、政策目標に基づく効果的な事務の実施やマンパワーの集
約による組織強化と市民ニーズへの対応の観点から組織の見直しを
行い、４月から一部を改正します。
■問い合わせ　企画財政課企画調整係　℡市内線522

５月１日（月）・２日（火）は
マイナンバーカードの更新などの手続きができません

　システムメンテナンスのため、マイナンバーカードに関する以下の
手続きができません。手続きを予定している人はご注意ください。

▽電子証明書有効期限の更新

▽暗証番号の再設定

▽住所・氏名変更の場合のマイナンバーカードに関する一部の手続き

　令和５年２月末までにマイナンバーカードの申請をした人全員が、マイナポイント付与の対象です。まだマイ
ナポイントの申し込みをしていない人は期限内にお申し込みください。
　また、マイナンバーカードを申請して交付通知書が届いている人は、お早めに受け取りをお願いします。混雑
が予想されるため、カードの受け取りは必ず事前に電話またはWEBで予約をお願いします。

市民課１番窓口でマイナポイントの申し込みのお手伝いをしています
　市役所はマイナポイントの手続きスポットの一つです。手続きを希望する人は、申し込む本人が以下の必要書
類をお持ちの上、窓口までお越しください。混雑が予想されるため、時間に余裕を持ってお越しください。
※マイナポイントは選択した決済サービスのポイントとして付与されます。
■必要書類

▽マイナンバーカード

▽ポイントを付与する決済サービスのカードなど（決済サービスによって異なります）

▽口座番号が記載された通帳やキャッシュカード
■マイナンバーカード受け取り・ポイント申し込みの受付時間　※受け取りは予約制です。

▽平日　午前９時～午後５時

▽時間外交付日　毎週火・木曜日　午後５時～７時

▽休日交付日　４月15日（土）、５月７日（日）・13日（土）・14日（日）・20日（土）・21日（日）・27日（土）・28日（日）
　午前９時～午後４時

■問い合わせ　市民課市民・戸籍係　℡市内線425・426・755

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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園開放　保育園をご利用ください
　市内に住む未就園児が対象です。育児の情報交換や、友だ
ちづくりの場としてご利用ください。申し込み不要、利用無
料です。直接、保育園へお越しください。

おはなクラブ（前期コース）
　保健・発達・栄養指導・歯科指導など、専門家の話を聞きながら、お子さんの成長を確かめたり、参加のお子
さんの様子を見たり聞いたり話したりして、日頃の悩みの相談や情報交換などを行います。
■日時・内容　全６回　各回とも午前９時30分～11時

▽６月８日（木） 開講式・ベビーマッサージ

▽６月15日（木） エクササイズ教室

▽６月22日（木）または27日（火） 離乳食教室

▽６月29日（木） リトミック教室

▽７月６日（木） 歯科指導

▽７月13日（木） 健康指導・閉講式

■会場　はなのき保育園　子育て支援室
■対象・定員　令和４年９月１日～令和５年３月31日生まれのお子さんとその保護者で、

６回とも参加できる人　先着10組程度
■申し込み　５月10日（水）・11日（木）の午前９時～午後４時に、電話または直接、はなのき保育園へ。
■問い合わせ　はなのき保育園　子育て支援室　℡22-2132

園名 電話番号 住所 広場名 対象 開催日時

はなのき保育園 22-2132
(子育て支援室)

大町
3504-9 はなのき広場

未就園児 ５月12日～　毎週金曜日
午前９時30分～11時

おおむね３カ月～
 １歳６カ月

５月16日～　毎週火曜日
午前９時30分～11時

あすなろ保育園 22-0727 常盤
3601-18 あすなろ広場

未就園児 ５月12日～　毎週金曜日
午前９時30分～11時

おおむね３カ月～
 １歳６カ月

５月18日～　毎週木曜日
午前９時30分～11時

しらかば保育園 22-1667 平
9365-3 くまちゃん広場 未就園児 ５月12日～　毎月第１金曜日

午前９時30分～11時

どんぐり保育園 22-2002 社
4682-26 にこぴこ広場 未就園児 ５月12日～　毎月第１金曜日

午前９時30分～11時

たけのこ保育園 26-2018 八坂
1073 きんたろう広場 未就園児 ５月12日～　毎月第１・３金曜日

午前９時30分～11時

くるみ保育園 22-5142 大町
5560-25 くるみ広場 未就園児 ５月12日～　毎週金曜日

午前９時30分～11時

みあさ保育園 （休園中）

※しらかば・どんぐり・たけのこ保育園は、５月のみ第１金曜日を第２金曜日に振り替えますのでご注意ください。

▽児童センター（℡22-0741、大町4714）は、未就園児に限らず市内の児童が利用できます。
　（年末年始とメンテナンス日を除いて開館　午前８時30分～11時30分、午後１時～４時30分）

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

楽しい子育て応援します！
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①
組
織
の
再
編

　
部
を
統
合
す
る
こ
と
で
、
有
事

の
際
に
機
動
的
に
活
動
で
き
る
消

防
団
員
の
確
保
に
つ
な
げ
ま
す
。

②
条
例
定
数

　
実
人
員
数
を
踏
ま
え
た
条
例
定

数
に
見
直
し
ま
す
。

※
３
月
１
日
時
点
で
５
４
１
人

（
機
能
別
団
員
を
含
む
）

　
消
防
力
を
維
持
・
確
保
し
て
い

く
上
で
、
平
成
30
年
に
創
設
し
た

機
能
別
団
員
の
力
が
今
後
さ
ら
に

重
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
機
能
別
団
員
を
除
い
た
団
員

の
名
称
を「
基
本
団
員
」と
改
め
、

新
た
に
現
在
の
実
人
員
数
よ
り
多

い「
機
能
別
団
員
」の
定
数
を
定
め

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
条
例
定

数
を
算
出
基
礎
と
し
て
支
出
し
て

い
る
退
職
報
償
共
済
金
や
公
務
災

害
補
償
共
済
金
に
か
か
る
掛
け
金

な
ど
の
削
減
も
図
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

③
団
車
両
の
配
置

④
出
動
計
画（
１
次
出
動
）

　
部
の
統
合
に
よ
り
、
配
備
し
て

い
る
消
防
車
を
減
ら
し
ま
す
。
た

だ
し
、
出
動
計
画
の
見
直
し
に
よ

り
、
火
災
な
ど
で
出
動
す
る
消
防

車
を
全
地
区
で
増
や
し
、
消
防
力

の
維
持
・
確
保
に
つ
な
げ
ま
す
。

※
例　
平
地
区　
７
台
→
12
台

⑤
団
員
区
分
年
齢

　
機
能
別
団
員
と
基
本
団
員
と
の

区
分
を
明
確
に
し
、
団
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な
が
る
よ

う
、
団
員
の
区
分
ご
と
に
年
齢
を

定
め
ま
す
。

■
そ
の
他
の
変
更
点

　
地
域
防
災
を
担
う
消
防
団
員
が

減
少
す
る
一
方
、
災
害
が
多
発

化
・
激
甚
化
し
、
消
防
団
の
役
割

も
多
様
化
す
る
と
と
も
に
、
一
人

一
人
の
消
防
団
員
の
負
担
も
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
労
苦
に

報
い
、
士
気
向
上
に
資
す
る
よ
う
、

次
の
と
お
り
団
員
の
報
酬
額（
年

額
報
酬
・
出
動
報
酬
）を
増
額
し
、

支
給
方
法
を
変
更
し
ま
す
。

あ
な
た
の
力
が
地
域
の
力
に
！

地
域
を
守
る
消
防
団
に
加
入
を

お
願
い
し
ま
す

　
消
防
団
員
は
非
常
勤
の
地
方
公

務
員
と
し
て
、
火
災
消
火
だ
け
で

な
く
、
災
害
の
警
戒
、
水
防
活
動
、

行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
、
地
域

を
守
る
最
前
線
で
活
動
す
る
地
域

防
災
の
要
で
す
。
仕
事
や
家
事
な

ど
の
傍
ら
で
活
動
す
る
こ
と
が
大

変
と
思
わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
自
分
が
で
き
る
範
囲
で

活
動
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
大
丈
夫

で
す
。
家
族
・
友
人
・
自
分
が
住

む
大
町
を
自
分
た
ち
が
守
る
！ 

男
女
問
わ
ず
50
歳
未
満
の
人
で
、

地
域
防
災
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た

だ
け
る
人
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

（
消
防
団
員
経
験
者
は
50
歳
以
上

で
も
入
団
で
き
ま
す
）。

　
消
防
団
員
は
、
報
酬
の
支
給
、

公
務
災
害
補
償
制
度
、
退
職
金
制

度
、
消
防
団
員
応
援
シ
ョ
ッ
プ
利

用
に
よ
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
ま
す
。ま
た
、複
数
の
消
防
団

員
が
所
属
す
る
企
業
は
法
人
事
業

税
な
ど
の
減
免
や
県
の
入
札
参
加

資
格
で
優
遇
を
受
け
ら
れ
る
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

℡
市
内
線
５
１
６

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

　
消
防
団
は
、
消
防
本
部
・
消
防
署
と
同
様
に
消
防

組
織
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
る
消
防
機
関
で
す
。
全

国
的
に
消
防
団
員
が
減
少
し
て
い
る
中
で
、
大
町
市

で
も
団
員
の
減
少
や
高
齢
化
、
被
雇
用
者
・
市
外
勤

務
者
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
平
日
昼
間
の
災
害
出
動

や
平
常
時
に
お
け
る
予
防
・
啓
発
な
ど
消
防
団
の
運

営
や
活
動
に
支
障
が
生
じ
始
め
て
い
ま
す
。
将
来
を

見
据
え
た
消
防
力
を
確
保
す
る
た
め
、
４
月
か
ら
消

防
団
の
組
織
な
ど
を
変
更
し
ま
す
。

令
和
５
年
４
月
か
ら

　
大
町
市
消
防
団
の

　
　
体
制
が
変
わ
り
ま
す

■変更内容
項目 現体制 令和５年４月～

①組織の再編 ７分団29部 ７分団14部

②条例定数 769人 基本団員　　456人
機能別団員　100人

③団車両の配置 ポンプ車　11台
積載車　　24台

ポンプ車　10台
積載車　　22台

④出動計画
  （１次出動） 管轄地域のみ 管轄地域・隣接地域

⑤団員区分年齢 なし 基本団員50歳未満　
機能別団員50歳以上

※機能別団員とは、一部行事などの参加が免除され、災害対応
に特化した団員のことです。50歳以上の消防団経験者などが、
消防団員として加入する消防団員制度の一つです。

団員階級における年額報酬
18,800円／年から36,500円／年に増額

団員階級における出動報酬
1,600円／件から8,000円／日に増額
※４時間以上、火災水害など

支給方法
これまでは団員が所属する分団・部に支給し
ていましたが、４月からは個人に支給します。
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　適正な焼却炉以外で廃棄物（ごみ）を燃やす「野焼き」は法律により禁止されています。違反者は５年以下の
懲役または１千万円以下の罰金、またはその両方が科されます。ごみは焼却せず、指定袋に入れ、可燃ごみ
の収集日に所定の集積所に出しましょう。

　春は空気が乾燥し、風が強い日も多いため、ちょっとした油断や不始末から延焼し、火事など大きな被害
へと拡大します。外で火を扱う場合には十分注意しましょう。特にあぜ焼きはルールを守って安全に行い、
天候に注意して近隣への配慮をしましょう。

▽消火器や水の入ったバケツを用意するなど消火できる準備をし、完全に消火できたか確認しましょう。

▽火のそばを離れず、常に見張りを怠らないようにしましょう。

▽住宅や山林付近など近くに燃え移るものがあるところではやめましょう。

▽火の粉が飛ぶと離れた場所でも発火しますので、強風時や乾燥時はやめましょう。

▽一度に大量に燃やし火が大きくなり過ぎないよう燃やし過ぎに注意しましょう。

▽火災と間違えられないよう事前に消防署に届け出をしましょう。

■問い合わせ　 ▽大町消防署　℡22-0119

　 　 　 　 　 　 　 ▽危機管理課危機管理係　℡市内線516

野焼きできる例外があります

▽農業、林業または漁業を営むためにやむを得ず行う廃棄物の焼却
　（例：あぜ草、下草の焼却、害虫駆除のための焼却など）

▽たき火その他日常生活を営む上で通常行われる廃棄物の焼却であって軽微なもの
　（例：たき火、キャンプファイアなど）

▽風俗慣習上または宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却
　（例：門松、しめ縄、護摩木のお焚

た

き上げやどんど焼きなど）

▽国または地方公共団体が、その施設の管理を行うために必要な廃棄物の焼却
　（例：河川管理で伐採した草木など）

▽震災、風水害、火災、凍霜害、その他災害の予防、応急対策または復旧のために必要な廃棄物の焼却
　（例：災害時の応急対策、火災予防訓練など）

適正な
焼却炉とは
二重扉や助燃バーナーを
備え、800℃以上を保つ
ことができるなど一定の
基準を満たしたもの

禁止されている
野焼きの具体例
地面でそのまま、ブロッ
ク積み、ドラム缶、　一斗
缶、ドラム缶に煙突が付
いた程度のものなど

　例外として許容されている行為であっても、大量の臭いや煙などにより「臭いが洗濯物に付く」「窓が開け
られない」「気分が悪い」など、近隣住民の生活環境に支障がある場合は指導の対象となります。
　周囲とのトラブルや迷惑につながらないよう十分配慮してください。
■問い合わせ　生活環境課環境保全係　℡市内線465

ごみの野焼きは禁止されています！

春のたき火にご注意を！

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり



広報おおまち　2023.4 10

ゴールデンウィークの
ごみ収集・し尿くみ取りなどの業務

業務
期日

燃えるごみ
収集

金属ごみ
収集

資源物
収集

北アルプス
エコパーク

大町リサイ
クルパーク

グリーン
パーク※1

し尿・雑排水
収集

4/29土
休み

休み

休み

休み 休み 休み 休み
4/30日

5/1 月 平・常盤・社・
八坂地区 9:00～

16:00
9:00～
16:00

13:30～
15:30 通常営業

5/2 火 大町・
美麻地区

5/3 水

休み

休み 休み

休み 休み

5/4 木
5/5 金

5/6 土 大町地区Ａコース・
社地区Ａコース

9:00～
11:00

9:00～
11:00

5/7 日
大町地区Ｂコース・
社地区Ｂコース・
市役所ステーション

休み 休み

※１　グリーンパークの利用には、事前に生活環境課で受付が必要です。
■問い合わせ　生活環境課環境衛生係　℡市内線462

犬の登録・狂犬病の予防注射　第２次・第３次
犬を飼い始めたら必ず登録と予防注射を
　生後90日を超えた犬は、生涯で１回の登録と狂犬病の予防注射を年１回（６月30日までに）
受けることが法律で義務付けられています。市で集合注射を実施しますので、お近くの会場で
受けてください。
■手続き　事前に送付したはがきと費用を持参の上、お近くの会場にお越しください。
■その他

▽費用および第１次は「広報おおまち３月号」10ページをご覧ください。

▽犬の死亡や飼い主の転居、犬を譲渡する際には、市への届け出が必要です。登録変更の手続きをしてください。

▽令和５年度から９月の秋季集合注射を廃止します。秋季の注射を希望する場合は、動物病院にお連れいただくか、
訪問注射をご利用ください。

▽訪問注射を希望する場合は、電話または直接、動物病院にご相談ください。
■問い合わせ　生活環境課環境衛生係　℡市内線461・462

5月11日（木）　大町・常盤・社・平地区 時間
市役所正面玄関前駐車場 9:00～ 9:20
常盤公民館 9:40～ 9:50
社公民館 10:10～10:20
ＪＲ信濃大町駅前市営駐車場 10:30～10:40
文化会館駐車場 10:50～11:00
平公民館東駐車場 11:10～11:20
北アルプス広域消防本部東側 11:40～11:50

5月10日（水）　八坂・美麻地区 時間
野平公民館 9:25～ 9:35
市八坂支所 10:00～10:10
市美麻支所 10:40～10:50
ぽかぽかランド美遊 11:00～11:10

6月4日（日）　全地区 時間
市役所正面玄関前駐車場 8:00～ 9:30

狂犬病予防集合注射の日程（第２次）

狂犬病予防集合注射の日程（第３次）

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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市
で
は
、
北
ア
ル
プ
ス
エ
コ
パ
ー
ク
で
処
理
で
き
な
い
粗
大
ご
み
の
拠
点
回
収
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係　
℡
市
内
線
４
６
１
・
４
６
２

回
収
日
程

【
全
地
区
】

■
日
時

▽
５
月
28
日（
日
）　
午
前
９
時
～
11
時

▽
11
月
26
日（
日
）　
午
前
７
時
～
11
時

▽
12
月
17
日（
日
）　
午
前
９
時
～
11
時

▽
令
和
６
年
３
月
31
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
７
時
～
11
時

■
会
場　

大
町
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク

（
旧
環
境
プ
ラ
ン
ト
、
社
・
山
下
）

【
八
坂
地
区
】

■
期
日　
５
月
７
日（
日
）、11
月
５
日（
日
）

■
時
間
・
会
場

▽
午
前
９
時
～
９
時
30
分

…
…
…
…
…
…
…
市
八
坂
支
所
駐
車
場

▽
午
前
10
時
～
10
時
30
分

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
山
村
広
場

【
美
麻
地
区
】

■
期
日　
６
月
４
日（
日
）

■
時
間
・
会
場

午
前
９
時
～
10
時

…
…
…
…
…
…
…
市
美
麻
支
所
駐
車
場

処
理
料
金

　
当
日
は
業
者
が
回
収
に
来
ま
す
の
で
、

処
理
料
金
を
添
え
て
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

産
業
廃
棄
物
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
料
金
は
変
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

■
可
燃
性
粗
大
ご
み
…
…
…
…
20
円
／
㎏

■
金
属
製
粗
大
ご
み
…
…
…
…
77
円
／
㎏

※
小
型
家
電
は
、
北
ア
ル
プ
ス
エ
コ
パ
ー

ク
、
大
町
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
で
無
料
回

収
し
て
い
ま
す
。

■
ス
キ
ー
板
な
ど
…
…
…
…
…
80
円
／
㎏

■
畳
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
77
円
／
㎏

■
バ
ッ
テ
リ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
小
３
３
０
円
、
大
５
５
０
円

■
古
タ
イ
ヤ
…
…
…
…
…
…
50
円
～
／
本

直接持ち込みできる業者
■タカダ　大町市平１２５１　℡ 23-2066

▽営業時間
　月～金曜日：午前７時30分～午後２時
　（土・日曜日、祝日は休み）
※古タイヤは持ち込みできません。

■子田商会
　大町市平１０４０−３０９　℡ 22-8782

▽営業時間　月～金曜日：午前８時～午後５時
土・日曜日、祝日：午前８時～正午

※古タイヤのみ持ち込みできます。

■平田商店　大町市常盤１０４８　℡ 22-4714

▽営業時間　月〜金曜日：午前９時～午後４時
土・日曜日、祝日：午前９時～正午

※古タイヤは持ち込みできません。

処理料金がかかります。
事前に確認の上、直接持ち込んでください。

■高橋商店　大町市社８２８１－１　℡ 22-2185

▽営業時間　月～土曜日：午前８時～午後５時
（日曜日、祝日は休み）

※古タイヤは持ち込みできません。
タカダタカダ

子田商会子田商会

大町自動車
教習所

アルプス
搗精工場

大姥堂

野口橋

大出橋

平田商店

総合
体育館

ア
ル
プ
ス
パ
ノ
ラ
マ
ロ
ー
ド

県
道
有
明
大
町
線

高
瀬
川

泉公民館

観音橋

高橋商店

雇用促進住宅

浄水センター

ニ
チ
コ
ン

どんぐり
保育園

農
具
川

やしろ公園

県
道
大
町
明
科
線

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

粗
大
ご
み
拠
点
回
収
の
ご
案
内
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令和５年度の国民年金保険料
「月額16,520円」「年額198,240円」

65歳以上の皆さんへ

忘れずに納めましょう
　将来受け取る年金額は、保険料を納めた期
間で決まります。満額の年金を受け取るため
には、20歳から60歳になるまでの40年間保
険料を納める必要があります。保険料を納め
ていないと、万一のとき、障害基礎年金や遺
族基礎年金を受給できない場合がありますの
で、保険料は忘れずに納めましょう。

便利な口座振替をご活用ください
　口座振替を利用すると、金融機関などに行
く手間と時間が省け、納め忘れも防ぐことが
できます。さらに「早割（当月末納付）」や「前
納」で納めると、保険料が割引されます。

　市では、高齢者が加害者となる交通事故の減少を図るため、運転免許自主返納
支援事業を実施しています。少しでも運転に不安を感じている人は、運転免許の
返納をご検討ください。

■対象　運転免許を自主返納した65歳以上の市民
※支援は１人１回限り、過去に支援を受けたことがある人は対象外です。

■申し込み　事前に警察署または運転免許センターで運転免許の自主返納手続き
を済ませ、交付される「申請による運転免許の取消通知書」またはその写
しをお持ちの上、直接、市民課消費生活・交通安全係へ。

■その他　運転免許を自主返納した日から１年以内に申請してください。
■問い合わせ　市民課消費生活・交通安全係　℡市内線463・464

　４月から大町市コミュニティセンター「上
わっ

原
ぱら

の
湯」の指定管理者を（株）北アルプスの風に変更し
ます。指定管理者変更に伴い、４月１日（土）は臨
時休館し、休館日は右のとおり変わります。
※営業時間・利用料金に変更はありません。

変更前 変更後

▽毎月
　第２・４火曜日

▽毎週火曜日

▽年末年始
　（12月29日〜１月３日）

運転免許の自主返納を支援します

「市民バス回数乗車券48回分」または「タクシー回数乗車券12回分」を交付

４月から「上原の湯」の休館日が変わります

保険料を納めるのが困難なときは…
　保険料を納めることが経済的に困難なときは「免
除・納付猶予制度」をご利用ください。申請日から２
年１カ月前の月分までさかのぼって申請できます。
　学生で保険料を納めることが経済的に困難なとき
は、保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」
をご利用ください。４月から制度を利用する人また
は在学する学校や卒業予定年月日などに変更がある
人は、基礎年金番号と学生証の写し(両面）または在学
証明書を持参の上、申請してください。申請する代
理人が本人（被保険者）と住民票上世帯が別の場合に
は委任状が必要です。
　二つの制度は、利用すれば年金を受給するための
資格期間に算入することができます。過去に未納が
ある人は、そのままにせずご相談ください。

■問い合わせ　 ▽松本年金事務所　℡0263–31–5150　 ▽市民課国保・年金係　℡市内線434

■問い合わせ　市民課消費生活・交通安全係　℡市内線463・464

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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大
町
市
の
水
道
水
に
つ
い
て

　
私
た
ち
が
毎
日
使
っ
て
い
る
大

町
市
の
水
道
水
は
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
山
々
の
自
然
の
ろ
過
作
用
に

よ
り
湧
き
出
た「
豊
富
な
湧ゆ
う

水す
い

」で

す
。
水
道
事
業
の
歴
史
は
古
く
、

大
正
13
年
に
居
谷
里
か
ら
湧
き
出

る
清
浄
な
湧
水
に
よ
り
、
市
街
地

へ
供
給
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

以
降
、
新
た
な
水
源
開
発
や
給
水

区
域
の
拡
張
を
進
め
、
令
和
６
年

度
に
は
水
道
事
業
１
０
０
周
年
の

節
目
を
迎
え
ま
す
。

　
八
坂
・
美
麻
地
区
の
水
道
水
も
、

昭
和
40
年
代
に
簡
易
水
道
事
業
と

し
て
一
部
の
地
域
か
ら
供
給
が
始

ま
り
、
以
降
、
水
源
開
発
や
地
域

で
守
ら
れ
て
き
た
水
源
な
ど
の
公

営
化
に
よ
り
順
次
給
水
区
域
が
拡

大
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
振
り
込
め
詐
欺
や
悪

質
な
電
話
勧
誘
な
ど
、
電
話
を
介

し
た
消
費
者
被
害
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
、
高
齢
者
を
対
象
に
特

殊
詐
欺
な
ど
へ
の
対
策
機
能
が
付

い
た
電
話
機
な
ど
の
購
入
・
設
置

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象　
次
の
全
て
を
満
た
す
人

▽
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
現
に
居

住
し
て
い
る
65
歳
以
上
の
人

▽
市
内
の
居
宅
に
設
置
す
る
人

▽
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

※
１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り

■
対
象
機
器　
特
殊
詐
欺
な
ど
の

被
害
防
止
を
目
的
と
し
た
機
器
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

▽
通
話
の
内
容
を
自
動
的
に
録
音

す
る
機
能
が
あ
る
電
話
機

▽
電
話
機
に
接
続
し
て
使
用
す
る
、

通
話
の
内
容
を
自
動
的
に
録
音
す

る
機
能
が
あ
る
装
置

湧
水
と
は
？

　
地
下
水
が
自
然
状
態
で
地
表
に

湧
き
出
る
水
を「
湧
水
」と
呼
び
ま

す
。
北
ア
ル
プ
ス
な
ど
の
山
々
に

降
っ
た
雨
や
雪
は
、
豊
か
な
自
然

と
地
下
深
く
の
地
層
で
、
長
い
年

月
と
共
に
ろ
過
さ
れ
、
清
浄
な
水

と
し
て
地
上
に
湧
き
出
て
き
ま
す
。

大
町
市
の
水
道
水
の
ほ
と
ん
ど
が
、

湧
水
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
水
道
水

　
近
年
の
自
然
環
境
の
変
化
と
共

に
野
生
動
物
の
生
息
域
が
広
が
り
、

水
源
水
質
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
水
質
監

視
体
制
強
化
の
ほ
か
、
水
源
へ
の

野
生
動
物
な
ど
侵
入
防
止
柵
や
集

水
施
設
の
更
新
に
よ
る
保
全
対
策
、

国
の
指
針
に
基
づ
く
浄
水
対
策
な

ど
、
安
心
・
安
全
な
水
道
水
の
安

定
供
給
に
努
め
て
い
ま
す
。

水
道
水
の
水
質
検
査

　
蛇
口
か
ら
出
る
水
道
水
が
水
質

▽
電
話
機
に
接
続
し
て
使
用
す
る
、

被
害
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
の
あ
る

着
信
を
自
動
的
に
切
断
す
る
機
能

が
あ
る
装
置

※
事
業
用
は
対
象
外

■
補
助
金
額　
対
象
機
器
の
購
入・

設
置
費
用
の
２
分
の
１（
上
限
１

万
円
）

■
申
し
込
み　
機
器
の
購
入
後
、

市
民
課
消
費
生
活
・
交
通
安
全
係

に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
添
付
書
類
を
添
え
て
直

接
、
同
係
へ
。
申
請
書
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
消
費
生
活
・
交
通
安
全
係

℡
市
内
線
４
６
３
・
４
６
４

基
準
に
適
合
し
安
全
で
あ
る
こ
と

を
保
証
す
る
た
め
、
国
の
定
め
に

よ
る
毎
日
検
査
の
ほ
か
、
基
準
に

即
し
た
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
水
質
検
査
結
果
は
、

国
の
水
質
基
準
に
全
て
適
合
し
て

お
り
、
安
心
し
て
水
道
水
を
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で「
水
質
検
査
計
画
」お
よ

び「
水
質
検
査
結
果
」に
つ
い
て
公

表
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
大
町
市
で
は
、
豊
か
な
自
然
が

生
み
出
す
清せ
い

冽れ
つ

か
つ
豊
富
な
水
資

源
と
共
に
、
さ
ら
に
１
０
０
年
先

の
未
来
に
向
け
て
、
水
道
水
を
守

り
続
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

上
下
水
道
課
水
道
施
設
係

℡
市
内
線
７
１
２
・
７
１
３

補助
制度　

録
音
機
能
付
き

　

電
話
機
な
ど
の

　

購
入

特
殊
詐
欺
等
被
害
防
止

対
策
機
器
購
入
費
等
補
助
金

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

北
ア
ル
プ
ス
の
麓

　
　
水
が
生
ま
れ
る　
信
濃
大
町

～
安
心
で
安
全
な
お
い
し
い
水
道
水
～

詳しくはこちら
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受
付
期
間

　
４
月
３
日（
月
）か
ら
申
請
額
が

予
算
額
に
達
す
る
ま
で

申
請
で
き
る
人

　
い
ず
れ
も
該
当
す
る
市
民

▽
対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者
ま

た
は
居
住
し
て
い
る
家
族

▽
市
税
に
滞
納
が
な
い
人

対
象
と
な
る
住
宅

　
市
内
に
あ
る
個
人
所
有
の
住
宅

で
、
所
有
者
ま
た
は
家
族
が
居
住

す
る
住
宅（
店
舗
併
用
住
宅
の
住

宅
部
分
を
含
む
）

※
賃
貸
住
宅
は
対
象
外

対
象
と
な
る
工
事

Ⓐ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
工
事

Ⓑ
防
災
減
災
外
構
工
事

※
い
ず
れ
も
20
万
円
以
上
の
工
事

で
、
Ⓐ
・
Ⓑ
両
方
ま
た
は
ど
ち
ら

か
一
方
で
も
対
象

▽
市
内
に
本
社
が
あ
る
建
設
事
業

者
ま
た
は
市
内
に
住
所
が
あ
る
個

人
建
設
事
業
者
が
行
う
工
事

▽
来
年
３
月
29
日
ま
で
に
工
事
が

完
了
し
、
工
事
代
金
の
支
払
い
が

で
き
る
工
事

 

Ⓐ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
工
事
の
例

▽
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型（
断
熱
材
の

追
加
、
窓
性
能
の
向
上
、
遮
熱
塗

装
、
エ
コ
給
湯
器・節
水
ト
イ
レ・

宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置　
な
ど
）

▽
環
境
負
荷
低
減
型（
下
水
道
・

浄
化
槽
接
続　
な
ど
）

▽
防
災
型（
耐
震
工
事
、
屋
根
の

軽
量
化
、
家
具
の
転
倒
防
止
、
防

火
性
能
の
あ
る
外
壁
材
へ
の
張
り

替
え
、
火
災
警
報
器
・
防
災
ベ
ッ

ド
・
融
雪
装
置
の
設
置　
な
ど
）

 

Ⓑ
防
災
減
災
外
構
工
事
の
例　

▽
芝
張
り
、雨
水
浸
透
性
舗
装
、雨

水
浸
透
桝
、
雨
水
貯
留
施
設
、
止

水
板
設
置
な
ど
の
雨
水
対
策
工
事

▽
支
障
木
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去

▽
電
気
自
動
車
充
電
用
コ
ン
セ
ン

ト
な
ど
の
設
置

▽
災
害
時
活
用
の
蓄
電
池
設
置

対
象
と
な
ら
な
い
工
事
例

▽
新
築
工
事

▽
10
㎡
を
超
え
る
増
築

▽
Ⓐ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
工
事
お

よ
び
Ⓑ
防
災
減
災
外
構
工
事
以
外

の
工
事

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
住
宅
推
進

　

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度

令
和
５
～
７
年
度

そ
の
他
の
要
件

▽
市
の
他
の
補
助
金
対
象
と
な
っ

た
工
事
費
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

▽
同
一
住
宅
に
つ
き
１
回
限
り

▽
Ⓐ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
工
事
と

Ⓑ
防
災
減
災
外
構
工
事
の
両
方
を

行
う
場
合
は
同
一
の
施
工
業
者

補
助
金
額

Ⓐ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
対
象
工
事

費
の
20
％
以
内（
上
限
20
万
円
）

Ⓑ
防
災
減
災
外
構
対
象
工
事
費
の

20
％
以
内（
上
限
20
万
円
）

※
Ⓐ
・
Ⓑ
い
ず
れ
の
工
事
も
居
住

誘
導
区
域
内
は
上
限
30
万
円

※
千
円
未
満
は
切
り
捨
て

■
申
し
込
み　
工
事
着
手
前
に
、

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

次
の
書
類
を
添
え
て
直
接
、
建
設

課
建
築
住
宅
係
へ
。

▽
必
要
書
類　
収
支
予
算
書
、
住

宅
の
位
置
図
、
対
象
工
事
の
見
積

書
、
補
助
対
象
工
事
費
確
認
シ
ー

ト
、
基
準
適
合
確
認
シ
ー
ト
、
対

象
工
事
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で

き
る
書
類（
商
品
カ
タ
ロ
グ
の
コ

ピ
ー
な
ど
）、
工
事
箇
所
・
内
容

の
分
か
る
図
面
、
工
事
前
の
住
宅

外
観
お
よ
び
工
事
予
定
箇
所
ご
と

の
写
真

※
申
請
書
は
建
設
課
建
築
住
宅
係

に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
耐
震
改
修
工
事
が
補
助
対
象
で

し
た
が
、令
和
５
年
度
か
ら
新
た
に

除
却
工
事
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

※
現
地
建
て
替
え
工
事
は
廃
止

■
申
請
で
き
る
人　
対
象
と
な
る

住
宅
の
所
有
者
ま
た
は
そ
の
家
族

■
対
象
と
な
る
住
宅　
耐
震
診
断

の
結
果「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ

る
」「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
高
い
」

と
診
断
さ
れ
た
次
の
住
宅

▽
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
し
た
住
宅（
店
舗
併
用
住
宅
を

含
む
）

▽
個
人
所
有
の
住
宅（
賃
貸
住
宅

は
対
象
外
）

■
補
助
金
額

▽
耐
震
改
修
工
事
費
の
８
割
以
内

（
上
限
１
０
０
万
円
）

▽
除
却
工
事
費
の
５
割
以
内（
上

限
83
万
８
千
円
）

※
千
円
未
満
は
切
り
捨
て

■
申
し
込
み　
申
請
書
に
必
要
事

■
問
い
合
わ
せ

建
設
課
建
築
住
宅
係

℡
市
内
線
６
９
４
・
６
９
５

項
を
記
入
の
上
、
添
付
書
類
を
添

え
て
直
接
、
建
設
課
建
築
住
宅
係

へ
。

※
受
付
件
数
な
ど
に
限
り
が
あ
り

ま
す
。

　

必
要
書
類
な
ど
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
無
料
の
耐
震
診
断
を
！

　
耐
震
改
修（
除
却
）の
補
助
を
受

け
る
に
は
、
耐
震
診
断
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
木
造
在
来
工
法

の
既
存
住
宅
の
診
断
は
無
料
で
す
。

そ
の
他
の
住
宅
の
耐
震
診
断
は
、

別
途
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
受
付
件
数
な
ど
に
限
り
が
あ
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

建
設
課
建
築
住
宅
係

℡
市
内
線
６
９
４
・
６
９
５

補助
制度

補助
制度　
住
宅
耐
震
化
を
支
援

除
却
工
事
補
助
を
新
設

既
存
空
き
家
の
除
却
も
対
象
に

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり



15 広報おおまち　2023.4

　
地
震
に
よ
っ
て
道
路
沿
い
な
ど

に
あ
る
塀
が
倒
壊
す
る
と
、
子
ど

も
や
高
齢
者
な
ど
へ
の
被
害
の
恐

れ
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
緊
急
車

両
の
通
行
の
妨
げ
に
な
り
、
避
難

や
救
助
に
支
障
が
出
ま
す
。

　
塀
の
安
全
確
保
は
所
有
者
の
責

任
で
す
。
ご
自
宅
の
塀
の
安
全
点

検
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
危
険
な

塀
に
つ
い
て
は
施
工
業
者
や
専
門

家
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
の
撤
去
に
対
し
て
工
事
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
申
請
で
き
る
人　
対
象
と
な
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
所
有
者
ま
た

は
管
理
者

■
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
市
内
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

▽
道
路
ま
た
は
避
難
地（
指
定
緊

急
避
難
場
所
・
避
難
所
）に
面
し

て
い
る
も
の

▽
建
築
基
準
法
が
定
め
る
技
術
的

基
準
に
適
合
せ
ず
、
周
囲
の
地
盤

面
か
ら
の
高
さ
が
60
㎝
を
超
え
る

も
の

▽
公
共
用
地
の
取
得
に
伴
う
損
失

補ほ

填て
ん

の
対
象
で
な
い
も
の

■
補
助
金
額　
次
の
Ⓐ
と「
Ⓑ
＋

B
」を
比
べ
て
少
な
い
金
額
の
３

分
の
２
以
内（
上
限
15
万
円
、
千

円
未
満
は
切
り
捨
て
）

Ⓐ
対
象
工
事
費

Ⓑ
１
万
５
千
円（
基
礎
を
含
む
全

て
撤
去
の
場
合
）×
撤
去
延
長（
ｍ
）

B
１
万
円（
基
礎
を
除
く
全
て
撤

去
の
場
合
）×
撤
去
延
長（
ｍ
）

■
申
し
込
み　
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
添
付
書
類
を
添

え
て
直
接
、
建
設
課
建
築
住
宅
係

へ
。

※
受
付
件
数
な
ど
に
限
り
が
あ
り

ま
す
。

　

必
要
書
類
な
ど
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

建
設
課
建
築
住
宅
係

℡
市
内
線
６
９
４
・
６
９
５

　

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

　

撤
去
を
支
援

補助
制度

補助
制度

生
け
垣
緑
化
促
進
補
助
事
業

減
災
対
策
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

撤
去
補
助
事
業

生
け
垣
の
設
置

　
市
で
は
、
緑
化
促
進
に
よ
る
良

好
な
生
活
環
境
の
形
成
を
図
る
た

め
、
新
た
に
生
け
垣
を
設
置
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
対
象　
都
市
計
画
区
域
内
の
土

地
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者

■
交
付
の
条
件

▽
生
け
垣
と
し
て
植
栽
す
る
樹
木

が
健
全
で
あ
り
、
２
種
類
以
内
で

あ
る
こ
と（
た
だ
し
ビ
ャ
ク
シ
ン

類
は
除
く
）

▽
生
け
垣
の
樹
木
の
高
さ
が
お
お

む
ね
０
・
８
ｍ
以
上
で
、
１
ｍ
当

た
り
２
本
以
上
の
間
隔
で
列
植
し
、

総
延
長
が
３
ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と

▽
幅
員
が
４
ｍ
未
満
で
あ
る
公
の

道
路
に
面
し
た
箇
所
に
設
置
す
る

場
合
は
、
道
路
中
心
か
ら
２
ｍ
以

上
後
退
し
て
い
る
こ
と

▽
生
け
垣
の
前
面
に
縁
石
・
擁
壁

な
ど
の
構
造
物
を
設
置
す
る
場
合

は
、
構
造
物
な
ど
の
高
さ
を
０
・

４
ｍ
以
下
と
す
る
こ
と

▽
補
助
金
額
確
定
後
、
５
年
間
は

生
け
垣
を
撤
去
し
な
い
こ
と

▽
生
け
垣
の
樹
木
を
適
正
に
維
持

管
理
す
る
こ
と

■
補
助
金
額　
生
け
垣
の
設
置
費

用（
縁
石
・
擁
壁
な
ど
の
構
造
物

は
除
く
）の
50
％
以
内（
上
限
５
万

円
）

■
事
業
の
流
れ

①
申
し
込
み（
工
事
着
手
前
）

②
補
助
金
交
付
決
定

③
工
事
着
手

④
工
事
完
了
お
よ
び
実
績
報
告

⑤
補
助
金
の
確
定
・
交
付

■
申
し
込
み　
工
事
着
手
前
に
、

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

必
要
書
類
を
添
え
て
直
接
、
建
設

課
計
画
係
へ
。

※
受
付
件
数
な
ど
に
限
り
が
あ
り

ま
す
。

　

必
要
書
類
な
ど
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

建
設
課
計
画
係

℡
市
内
線
６
９
８
・
６
９
９

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

　市内産業の育成・振興、生活情報の提供、自主財源の確保の
ために「広報おおまち」に市内事業者の広告を掲載しています。
お申し込みをお待ちしています。

広告の規格・掲載料　縦50㎜×横180㎜　白黒刷り１回 20,000円、カラー１回 36,000円
掲載できる広告の内容や、申し込み方法などは、広聴広報係にお問い合わせください。

■問い合わせ　情報交通課広聴広報係　TEL22-0420　内線 404

有
料
広
告

募
集
中
！
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　市内の観光スポットなどを巡る観光周遊バス「信濃大町ぐるりん号」が４月29日（土）より運行を開始します。
500円で一日乗り放題の１日券は、対象施設で特典が受けられますので、お得に観光スポットを楽しむことがで
きます。信濃大町ぐるりん号をぜひご利用ください。
■運行日程　４月29日（土）～５月７日（日）、７月15日（土）～10月15日（日）の土・日曜日、祝日（一部平日含む）
■運行本数　１日11便
■料金

■問い合わせ　観光課観光振興係　℡市内線561

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

信濃大町ぐるりん号時刻表
バス停留所 １便 ２便 ３便 ４便 ５便 ６便 ７便 ８便 ９便 10便 11便

発 ＡＮＡホリデイ・イン
リゾート信濃大町くろよん 8:55 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

発 大町温泉郷 9:00 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
発 信濃大町駅 ＝ 9:50 10:30 11:10 11:50 13:00 13:40 14:20 15:00 15:40 16:20

山岳博物館 9:15 9:55 10:35 11:15 11:55 13:05 13:45 14:25 15:05 15:45 16:25
塩の道ちょうじや 9:18 9:58 10:38 11:18 11:58 13:08 13:48 14:28 15:08 15:48 16:28
国営アルプスあづみの公園 9:32 10:12 10:52 11:32 12:12 13:22 14:02 14:42 15:22 16:02 16:42
サントリー天然水
北アルプス信濃の森工場 9:37 10:17 10:57 11:37 12:17 13:27 14:07 14:47 15:27 16:07 16:47

ちひろ美術館 9:47 10:27 11:07 11:47 12:27 13:37 14:17 14:57 15:37 16:17 16:57
ラ・カスタ ※７月15日から停車 9:55 10:35 11:15 11:55 12:35 13:45 14:25 15:05 15:45 16:25 17:05
仁科神明宮 10:02 10:42 11:22 12:02 12:42 13:52 14:32 15:12 15:52 16:32 17:12

着 信濃大町駅 10:19 10:59 11:39 12:19 12:59 14:09 14:49 15:29 16:09 16:49 17:27
着 大町温泉郷 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 17:40

着 ＡＮＡホリデイ・イン
リゾート信濃大町くろよん ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 17:45

大人（中学生以上） 小人（小学生） 未就学児
１日券 500円 200円 無料
１回券 200円 100円 無料

信濃大町ぐるりん号　運行開始
～マイクロバスとボンネットバスを交互運行～

ぐるりん号
ホームページ

https://omachi-
gururin.jp/
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～長野県大町建設事務所と大町市役所より継続的に情報を発信します～

　２月10日（金）～13日（月）の４日間、大町市役所で「松本糸魚川連絡道路」大町市街地区間のオー
プンハウスを開催しました。多くの皆さまにご来場いただき、ありがとうございました。
　説明パネルやＶＲ動画、ルート帯案の図面などをご覧いただき、さまざまなご意見を頂きました。
今後も地域の皆さまとコミュニケーションを図りながら検討を進めてまいります。

■来場者数
２月10日（金） 84人
２月11日（土） 142人
２月12日（日） 124人
２月13日（月） 182人

合計 532人

■展示した資料

▽松本糸魚川連絡道路とは

▽現状（課題）と必要性

▽大町市街地区間の検討

▽幅の広いルート帯の選定

▽幅の細いルート帯の設定

▽道路のイメージ

▽評価項目案の設定

▽今後の予定等

▽大町市にとっての松糸道路

▽ＶＲ動画

▽幅の細いルート帯案の図面

■その他

▽オープンハウスで展示した説明パネルやＶＲ動画、アンケート集計結果
などは、大町建設事務所ホームページに掲載しています。

▽オープンハウスで展示した「幅の細いルート帯案の大判図面」は、３月22
日（水）～４月21日（金）に、市役所本庁舎１階の市民ホールで展示します

（土・日曜日を除く）。

■問い合わせ

▽大町建設事務所整備・建築課計画調査係　℡23-6534（直通）　　23-6532
　Ｅメールomachiken-matsuito@pref.nagano.lg.jp

▽市建設課計画係　℡市内線697　Ｅメールkensetsu@city.omachi.nagano.jp

地域を支える松本糸魚川連絡道路の整備
松本糸魚川連絡道路ニュース　　Vol.48

長野県PRキャラクター「アルクマ」 大町市キャラクター
おおまぴょん©長野県アルクマ

「松本糸魚川連絡道路」大町市街地区間の
オープンハウスを開催しました

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

会場の様子

https://www.pref.nagano.
lg.jp/omachiken/shisaku/
matuito1.html
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■
期
日　
毎
週
水
曜
日（
祝
日
を

除
く
）に
開
催　
５
月
17
日
開
始
、

９
月
27
日
終
了（
予
定
）

■
時
間　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

■
会
場　
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町

研
修
室
ほ
か

■
内
容　
体
力
測
定
、椅
子
に
座
っ

て
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
リ
ズ
ム
運

動
、
ロ
コ
モ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
運
動
、
個
人
の

運
動
指
導

※
詳
し
く
は
後
日
、
参
加
者
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
対
象　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

市
民
で
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
人

■
定
員　
先
着
20
人

■
指
導
者　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健
學
塾

健
康
運
動
指
導
士
ほ
か

■
費
用　
１
回
１
０
０
円

■
持
ち
物　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

上
履
き
用
運
動
靴

■
申
し
込
み　
４
月
６
日（
木
）か

ら
、
電
話
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健
學
塾

（
℡
８
５
・
８
０
１
０
）へ
。

※
申
し
込
み
受
付
は
午
前
９
時
か

ら
。

※
留
守
番
電
話
に
つ
な
が
っ
た
場

合
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て
く
だ

さ
い
。
追
っ
て
担
当
か
ら
連
絡
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
高
齢
者
・
包
括
支
援
係

℡
市
内
線
４
１
７

共
通
事
項

■
時
間　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
内
容　
血
圧
測
定
、
体
力
測
定
、

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
マ
シ
ン
運
動

な
ど

■
対
象　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

市
民
で
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
人

■
定
員　
各
コ
ー
ス
10
人

■
費
用　
１
回
１
０
０
円

■
持
ち
物　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

上
履
き
用
運
動
靴

※
美
麻
地
区
貯
筋
塾
の
み
上
履
き

用
運
動
靴
は
不
要

　
「
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
っ
て

興
味
は
あ
る
け
ど
、
自
分
に
は
無

理
か
な
？
」「
や
っ
て
み
た
い
け
れ

ど
自
分
で
器
械
を
操
作
で
き
る
か

心
配
…
。」「
何
か
運
動
を
始
め
な

い
と
…
。」と
思
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、

こ
の
機
会
に
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

専
門
指
導
員
が
一
人
一
人
に
合
わ

せ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
指
導
し
ま

す
。

　
筋
ト
レ
に
年
齢
は
関
係
あ
り
ま

せ
ん
。
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

自
分
の
体
に
自
信
を
持
ち
ま
し
ょ

う
！

　
教
室
は
平
・
常
盤
・
美
麻
地
区

の
３
カ
所
。
平
地
区
は
水
・
木
曜

日
、常
盤
地
区
は
木
曜
日
、美
麻
地

区
は
火
曜
日
に
行
い
ま
す
。
18
～

19
ペ
ー
ジ
の
案
内
を
お
読
み
の
上
、

参
加
す
る
教
室
を
お
選
び
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
高
齢
者
・
包
括
支
援
係　

℡
市
内
線
４
１
７

地
域
開
放
型

体
操
教
室

「
に
こ
に
こ
会
」

マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室「
貯
筋
塾
」

参
加
者
募
集

参
加
者

募
集

申
し
込
み

▽
平
地
区
・
常
盤
地
区
貯
筋
塾

　
４
月
３
日（
月
）～
10
日（
月
）に
、

電
話
で
福
祉
課
高
齢
者
・
包
括
支

援
係（
℡
市
内
線
４
１
７
）へ
。

※
申
し
込
み
が
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。
４
月
下

旬
に
参
加
の
可
否
と
教
室
の
詳
細

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
美
麻
地
区
貯
筋
塾

　
４
月
３
日（
月
）か
ら
、
電
話
で

市
美
麻
支
所
民
生
係（
℡
２
９
・

２
３
１
１
）へ
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、
募
集
を
締

め
切
り
ま
す
。
４
月
下
旬
に
日
程

な
ど
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
そ
の
他　
再
参
加
を
希
望
す
る

人
は
、
定
員
に
空
き
が
あ
る
場
合

の
み
参
加
で
き
ま
す
。
申
し
込
み

の
際
に「
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
」と
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
キ
ャ
ン
セ
ル

待
ち
の
人
が
多
数
の
場
合
は
抽
選

を
行
い
ま
す
。

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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い
よ
い
よ
、
春
ら
ん
ま
ん
の
新
年
度
、

市
内
保
育
園
・
小
中
学
校
で
は
、
入
園

式
、
入
学
式
が
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

新
入
園
児
、
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
、
楽

し
く
充
実
し
た
毎
日
を
送
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
旧
市
内
の
中
学
校
で
は
、
こ

の
４
月
、
統
合
に
よ
り
新
た
な
大
町
中

学
校
が
創
設
さ
れ
る
た
め
、
先
月
16
日
、

第
一
中
学
校
と
仁
科
台
中
学
校
で
閉
校

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
中
は
、
昭
和
34
年
に
平
中
学
校

と
大
町
中
学
校
が
統
合
さ
れ
て
開
校
し
、

２
年
後
に
校
舎
が
建
設
さ
れ
、
開
校
以

来
63
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
知
育
、
徳

育
、
体
育
に
よ
る
調
和
の
と
れ
た
人
間

形
成
を
教
育
目
標
に
掲
げ
、
こ
れ
ま
で

に
１
万
１
千
人
余
が
卒
業
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
仁
科
台
中
は
、
昭
和
40
年
に

第
二
中
学
校
と
第
三
中
学
校
が
そ
れ
ぞ

れ
仁
科
台
中
大
町
部
校
、
常
盤
部
校
と

し
て
開
校
し
、
そ
の
後
こ
の
二
つ
を
統

合
し
て
校
舎
が
新
設
さ
れ
、
開
校
か
ら

57
年
に
な
り
ま
す
。
歴
史
と
文
化
を
受

け
継
ぐ「
仁
科
」の
名
の
も
と
、
自
主
、

友
愛
、
根
性
を
教
育
目
標
に
掲
げ
、
１

万
２
千
人
余
が
卒
業
し
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
大
町
中
学
校
の
開
校
に
向
け

て
は
、
学
校
再
編
準
備
委
員
会
を
設
け
、

新
た
な
校
名
の
決
定
、
教
育
目
標
や
教

育
課
程
の
検
討
に
加
え
、
校
歌
や
校
章

の
制
定
な
ど
と
共
に
、
校
舎
と
し
て
利

用
す
る
現
仁
科
台
中
学
校
の
校
舎
の
改

修
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
９
月
29
日
、
両
校
の
生

徒
が
一
堂
に
会
し
て
交
流
す
る
閉
校
記

念
講
演
会
が
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、

市
出
身
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス

ト
の
奥
原
希
望
選
手
の
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
講
演
で
奥
原
さ
ん
は
ご
自
身

の
体
験
を
も
と
に
、
夢
や
目
標
を
描
き
、

自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て
努
力
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
学
校
の
統
合
は
チ
ャ
ン

ス
と
、
後
輩
の
皆
さ
ん
に
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

　
閉
校
す
る
両
校
に
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
多
く
の
皆
さ
ま
方
の
ご
支
援
に
、

心
か
ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
八
坂
地
区
で
も
、
新
年
度
か

ら
小
学
校
と
中
学
校
が
一
つ
に
な
り
、

新
し
く
八
坂
小
中
学
校
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
卒
業
式
に
合
わ
せ
て
旧
校
旗
の

返
納
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
春
ス
タ
ー
ト
す
る
大
町
中
学
校
、

八
坂
小
中
学
校
の
開
校
式
は
、
今
月
７

日
に
行
わ
れ
ま
す
。
新
た
な
二
つ
の
学

校
が
、
地
域
と
共
に
歩
む
学
び
の
拠
点

と
し
て
、
地
域
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ

る
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
輝
く
交
流

の
場
と
な
り
ま
す
よ
う
、
全
力
で
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

平地区貯筋塾
■期日・コース　水曜コース・木曜コースのいずれかを

選んでください。

▽水曜コース　毎週水曜日（祝日を除く）に開催
　全20回　５月17日開始、９月27日終了（予定）

▽木曜コース　毎週木曜日（祝日を除く）に開催
　全20回　５月11日開始、９月21日終了（予定）
■会場　ＪＡ大北平支所（大町市平8940）

２階　大会議室　※エレベーターはありません。
■指導者

▽水曜コース　ＮＰＯ法人みとろクリエイト

▽木曜コース　ＮＰＯ法人健學塾

常盤地区貯筋塾
■期日　毎週木曜日（祝日を除く）に開催　全20回　５月11日開始、９月21日終了（予定）
■会場　大町市ふれあいプラザ（大町市常盤3546-33）
■指導者　フィットネスクラブリセット
■その他　男性の申し込みを優先します。女性はキャンセル待ち登録とさせていただきますので、ご了承くださ

い（定員に達しない場合は、女性の参加も可能です）。

美麻地区貯筋塾
■期日・コース　集団コース・個別コースのいずれかを選んでください。

▽集団コース（全員で一緒に参加するプログラムです。マシントレーニングが初めてという人に向いています。）
　隔週火曜日（祝日を除く）に開催　全20回　５月23日開始、令和６年３月５日終了（予定）

▽個別コース（30分程度を目安に、個々の状況に合わせたトレーニングを受けられます。）
　隔週火曜日（祝日を除く）に開催　全20回　５月30日開始、令和６年３月12日終了（予定）
※個別コースは都合の良い時間にご参加いただけますが、午前10時50分までにはお越しください。
■会場　美麻総合福祉センター梨嶺（大町市美麻11810-イ）
■指導者　フィットネスクラブリセット

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

こんにちは
牛越です
こんにちは
牛越です
【第151回】

輝く春を迎えて

大町市長　牛越徹
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　４月23日（日）に大町市議会議員一般選挙が行われます。21ページの期
日前投票所や23ページの当日の投票所をご確認の上、お出かけください。
　なお、開票は、４月23日（日）午後９時から総合体育館で行います。開
票速報は、会場で発表するとともに、市ホームページに掲載する予定です。
■問い合わせ　大町市選挙管理委員会　℡市内線587・511

投票日当日の
投票時間

午前７時～午後８時
※第20～23投票所（八坂・美麻の各投票所）は午後７時までです。

投票できる人
平成17年４月24日までに生まれ、令和５年１月15日以前から引き続き大町市にお住ま
いで、大町市の選挙人名簿に登録されている人
※市外に転出した人は投票できません。

入場券

はがき型、白地に青文字印刷

　郵送でお届けします。最高４人まで記載してあり、ご家族が５人以上の場合は複数に
なります。ご自身の部分を切り取って投票にお出かけください。万が一入場券がお手元
に届かない場合でも選挙人名簿に登録があれば投票できますので、その旨を投票所の受
付に申し出てください。なお、令和５年３月31日以降に市内転居した場合は、前の住所
地の投票所での投票となります。

さまざまな投票方法

① 代理投票 　体が不自由なため、字を書くことができない人のための制度で、投票管理者が立会
人の意見を聞いて代筆する人と立ち会う人を選任します。秘密は厳守します。

② 病院・施設での
　 不在者投票

　不在者投票ができる施設に指定されている病院や老人ホームなどに入所している人
は、施設で投票ができます。投票は不在者投票管理者に申し出ます。

③ 滞在地での
　 不在者投票

　滞在先の市区町村選挙管理委員会で投票ができます。郵送・返送に時間がかかるた
め、お早めにお願いします。

④ 郵便などによる
　 不在者投票

　歩行が困難な人のうち、傷病の種類や障がいの程度によって「郵便投票証明書」の交
付を受けた人は、在宅で郵便により投票ができます。利用できる人の投票用紙の請求
期限は、４月19日（水）までです。

⑤ 特例郵便等投票 　新型コロナウイルス感染症で、外出自粛要請による自宅療養者や隔離・停留の措置
による宿泊施設療養者で、一定の要件に該当する人が、療養している場所で投票でき
る制度です。投票用紙などの請求期限は４月19日（水）までです。

※②～⑤は事前手続きが必要ですので、早めに申請してください。詳しくは市選管までお問い合わせください。

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

告示 

投票

4月16日日 大町市議会議員
一般選挙4月23日日
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18歳になる前でも
　　投票所に行けます　　
　投票権は18歳以上ですが、投票す
る家族と一緒に投票所に行くことは
認められています。
　投票する姿を見ることや投票所に行くという経験
が、政治や社会に興味を持つ第一歩になるようです。
ご家族で投票所に行ってみてはいかがでしょうか。

期日前投票のために市民バス「ふれあい号」を利用する人
　投票に行くための交通手段の確保として、期日前投票のために市民バス「ふれあい号」を利用する有権者および
障がいがある有権者を介護する人（市民バスの割引料金が適用される人）に乗車券２回（往復）分を交付します。
■交付期間・場所　期日前投票の期間中、市役所東庁舎・市八坂支所・市美麻支所の期日前投票所で交付します。
■乗車券の受け取り方と利用方法
　投票前（バス車内）　 
運転手に期日前投票をすることを申し出て「乗車証明書」を受け取ります。このときは運賃を支払います。
　期日前投票所　
受付で「乗車証明書」と「乗車券２回（往復）分」を交換します。その後、期日前投票を済ませてください。
　投票後　

「乗車券」を使ってバスを利用します。乗車券は有効期限がありませんので、いつでも利用することができます。

期日前投票をご利用ください
　投票日当日の都合が悪い場合のほか、感染症対策でも期日前投票を行うことができます。投票所により投票期
間に違いがありますのでご注意ください。

市役所東庁舎２階
東中会議室

４月17日（月）～22日（土）
午前８時30分～午後８時

※土曜日および午後６時30分以降は、
　正面玄関が施錠されていますので
　東庁舎入口からお入りください。

市八坂支所
市美麻支所

４月18日（火）～22日（土）
午前８時30分～午後７時

■期日前投票所に持参するもの　投票所入場券
※投票所入場券に印刷されている「期日前投票用紙請求書（兼宣誓

書）」の太枠内を記入の上、お持ちください。
※入場券が届いていない場合は、期日前投票所に備え付けの「期日前

投票用紙請求書（兼宣誓書）」をご利用ください。

選挙公報を読みましょう！
　　
　候補者の政見や経歴などを記載した

「選挙公報」を、投票日３日前までに
新聞折り込みで配布します。市役所本
庁舎・市八坂支所・市美麻支所・各公民館にも置き
ますのでご利用ください。お手元に届かない場合や、
郵送を希望する人は、市選管にご連絡ください。

議会棟 本庁舎

正面玄関正面玄関

入口入口
西庁舎

※投票所は２階東中会議室です

期日前投票所位置図（市役所）

駐車場

駐車場

大町中学校

情報センター北辰印刷

至西小学校

至運動公園

大
町
岳
陽
高
校

駐
車
場

東
庁
舎

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

投票所入場券のイメージ
期日前投票用紙請求書（兼宣誓書）が印刷されています。
理由のチェックは法改正により不要になりました。
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選挙Ｑ＆Ａ

Ａ　　選挙運動とは、特定の選挙で、自分が支持
している人を当選させようと有権者に働きか
けることです。
　選挙運動には、候補者の負担軽減や平等を
保障するため各種制限が設けられています。
誰でも自由に選挙運動ができると、お金のあ
る候補者が有利になったり、選挙運動の開始
時期によって有利不利が生じたりするなど、
公正に私たちの代表を選ぶことができない恐
れがあります。
　正しい選挙運動で、違反のない明るい選挙
を心がけましょう。

Ａ　　選挙期間（立候補の届け出が受理された時
から投票日の前日まで）に限り行えます。今
回の大町市議会議員一般選挙では、４月16日

（日）から22日（土）までです。
　ただし、選挙期間中でも、選挙運動用自動
車での連呼行為や街頭演説は、午前８時から
午後８時までとされています。
　この期間以外（例えば、立候補届け出前や
投票日当日）の選挙運動は禁止されています。

Ａ　　電話での投票依頼は、選挙運動に当たるた
め、告示前および投票日当日は禁止されてい
ますが、選挙期間中は選挙運動ができない人
以外は、自由に行えます。

Ａ　以下のいずれかに該当する人は、選挙運動ができません。

選挙運動が禁止されている人 地位を利用しての選挙運動が
禁止されている人

▽選挙事務関係者
投票管理者、開票管理者、選挙長（その関係区域内に限る）
※投票・開票・選挙立会人は禁止されていません。

▽特定公務員　選挙管理委員会の委員・職員、裁判官、警
察官、徴税吏員など

▽満18歳未満の人

▽選挙犯罪などで選挙権・被選挙権を停止されている人

▽国、地方公共団体の公務員

▽一定の公団、公庫の役員および職員

▽教育者（学校教育法に規定する者）
※これらは公職選挙法で禁止されています

が、他の法令でも一般職の国家公務員、一
般職の地方公務員、公立学校の教育公務
員は政治的行為が禁止･制限されています。

Ａ　　個人の家や会社・工場などを訪問し、投票  
依頼をすることは、選挙期間中でも行うこと
ができません。選挙運動のため、個別に演説
会の開催などを告知することなども、類似す
る行為として禁止されています。ただし、バ
スや電車の中、路上などでたまたま行き会っ
た知人などに投票依頼することは、選挙期間
中であれば行えます。

Ａ　　選挙運動に関して飲食物（料理・酒類・
ジュースなど）を提供することは、人・場所
を問わず禁止されています。例えば、候補者
が選挙運動員を慰労するためや、第三者が候
補者を激励するために飲食物を提供すること
はできません。ただし、湯茶とともに通常出
される菓子（せんべい・まんじゅうなど）を提
供することは例外として許されています。

Ａ　　統一地方選挙では、県議会議員選挙に立候
補した人は、その選挙区内にある市町村議会
議員選挙に立候補することはできません。

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

Ｑ　選挙運動って何？

Ｑ　戸別訪問で投票依頼をしてもいいの？

Ｑ　選挙事務所で飲食物を提供してもいいの？

Ｑ　県議選と市議選の両方に立候補できるの？

Ｑ　 選挙運動はいつからできるの？

Ｑ　  電話で投票依頼をしてもいいの？

Ｑ　  選挙運動ができない人は？
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投票区および投票所の一覧

　ご自身の投票所を確認の上、ご来場ください。
　　　※第20～23投票所(八坂･美麻の各投票所)は午後７時までです。

№ 投票所名 投票区の区域
１ サン・アルプス大町 大町のうち　俵町、不二塚町、三日町、相生町、大黒町
２ 旧大町市勤労者福祉センター 大町のうち　九日町、六九町、堀六日町、十日町、幸町、宮田町、和町
３ 大町市中央保健センター 大町のうち　上仲町、下仲町、名店街、八日町、神栄町、東町、山田町、

　　　　　　北山田町、白塩町、下白塩町、五日町
４ 大町市役所 大町のうち　旭町、光明町、仁科町、日の出町、高見町、南原町、東若宮町、

　　　　　　西若宮町、桜田町、北原町、高根町
５ 大新田町公民館 大町のうち　大新田町、若宮町、昭電白馬荘、昭電第２アパート、

　　　　　　昭電第７アパ－ト、昭電第８アパ－ト
６ 中原町公民館 大町のうち　大原町、若原町、大原２号団地、栄町、中原町、東中原町
７ 海の口公民館 平のうち　　加蔵、青木、中綱、エビスマ原海頭、やなば、海の口
８ 大町市平公民館 平のうち　　稲尾、山崎、森、木崎、外堀、白樺、仁科郷、新郷、塩ノ原、

　　　　　　二ツ屋、居谷里
９ 借馬公民館 平のうち　　借馬、借馬団地、西原
10 源汲生活改善センター 平のうち　　鹿島、源汲、大町温泉郷、中花見
11 野口公民館 平のうち　　野口、上原、日向山、秋葉林、高瀬入、高瀬分譲地、花見
12 泉公民館 常盤のうち　泉
13 上一基幹センター 常盤のうち　上一、上一住宅、松原団地
14 下一公民館 常盤のうち　下一
15 清水公民館 常盤のうち　清水
16 須沼公民館 常盤のうち　須沼、常盤南住宅
17 西山公民館 常盤のうち　西山、西山住宅
18 宮本公民館 社のうち　　宮本、曽根原、閏田
19 館ノ内公民館 社のうち　　山下、館ノ内、社団地、松崎
20 大町市八坂支所 八坂のうち　相川、藤尾、大平、梨平、笹尾、矢下、明野、塩の貝、横瀬、

　　　　　　石原、菖蒲、満仲、菅の窪、小松尾、宮の尾、押の田、
　　　　　　切久保南、切久保北、曽山、一の瀬、大塚、小菅、長畑

21 野平生活改善センター 八坂のうち　池の平、二滝、野平南、野平中、野平北、地志原、舟場、栃沢、
　　　　　　上篭

22 大町市美麻支所 美麻のうち　大塩、二重、新行
23 ふれあいセンター 美麻のうち　青具、千見

新型コロナウイルス感染防止対策について
　投票所では、感染防止対策に取り組み、選挙を実施します。有権者の皆さんも手指消毒など、
基本的な感染対策をお願いします。ご自身で鉛筆・シャープペンシルを持参しても構いません。

　投票用紙は樹脂をベースにした合成紙で、大切な票がぬれたり破れた
りして、開票で判読不能になってしまわないよう丈夫な素材でできています。
ただ、この素材はボールペンなどで書くとインクのにじみなどによって判別できない
可能性があるため、鉛筆・シャープペンシルの使用をお願いしています。

投票用紙は
特別な素材で
できています

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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【期日前投票所への移動支援のため、試験的にバスを運行します。】
　令和5年 4月9日執行の県議会議員選挙および4月23日執行の市議会議員選挙において、期日前投票におけ
る市役所および市八坂支所・市美麻支所までの移動が困難な人を支援するため、無料バスを試験的に運行します。

■ 運行日：4月8日（土）・22日（土）　　■ 利用料金：無料

【大町地域　北コース】

バス停留所 平方面→市役所
１便 ２便 ３便

発 ゆーぷる木崎湖 9:00 11:30 14:00
平公民館前 9:02 11:32 14:02
借馬団地 9:08 11:38 14:08
北小前 9:10 11:40 14:10
西友 9:12 11:42 14:12
上大黒町 9:15 11:45 14:15
総合福祉センター 9:21 11:51 14:21
信濃大町駅 9:24 11:54 14:24
フレスポ大町 9:27 11:57 14:27

着 市役所 9:29 11:59 14:29

発 市役所 10:20 12:45 15:15
＊投票終了後、逆順路で運行（降車のみ）

【大町地域　南コース】

バス停留所 常盤・社方面→市役所
１便 ２便 ３便

発 南小前 9:00 11:30 14:00
地場の郷 9:01 11:31 14:01
カインズ大町店 9:04 11:34 14:04
上一住宅 9:05 11:35 14:05
県営住宅前 9:11 11:41 14:11
山下集落センター 9:14 11:44 14:14
ザ・ビッグ 9:21 11:51 14:21

着 市役所 9:27 11:57 14:27

発 市役所 10:20 12:45 15:15
＊投票終了後、逆順路で運行（降車のみ）

◎停留所の時間は目安となります。
◎各停留所は、市民バスふれあい号の既存の停留所と
なります。

【八坂地域】
＊八坂地域振興バスを利用します。（利用料金：無料）
＊詳しくは、別途ご案内する時刻表（八坂地区のみ）、
市ホームページをご覧ください。

【美麻地域】
＊たすかる美麻を利用します。（利用料金：無料）
＊詳しくは、別途ご案内する利用方法のチラシ（美麻
地区のみ）、市ホームページをご覧ください。

市役所

フレスポ大町

西友

信濃大町駅

総合福祉センター

ゆーぷる木崎湖

北小前

平公民館前

借馬団地

上大黒町

南小前
地場の郷

上一住宅
カインズ大町店

市役所

県営住宅前

山下集落センター

ザ・ビッグ

北コース
停留所位置図

南コース
停留所位置図
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の
確
保
・
育
成
を
後
押
し
す

る
施
策
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
規
定

家
で
す
。
研
修
時
か
ら
た
く
さ
ん

相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら

当
農
園
の
方
向
性
を
決
め
て
い
き
、

「
家
族
が
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る

も
の
を
丁
寧
に
作
る
こ
と
が
始
ま

り
で
、
お
客
様
に
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
に
美
味
し
い
お
米
を
毎
日
の
食

卓
に
。」と
い
う
想
い
で
口
コ
ミ
で

の
個
人
販
売
と
出
荷
を
行
い
、
今

年
で
５
期
目
に
突
入
し
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
に
は
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

認
証
を
取
得
し
て
、
大
町
市
で
は

２
軒
目
の
有
機
認
証
米
農
家
と
な

り
、
現
在
は
有
機
栽
培
と
減
農
薬

の
特
別
栽
培
米
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を

生
産
し
て
い
て
、
全
て
に
お
い
て

有
機
肥
料
の
み
を
使
用
し
て
収
量

よ
り
も
食
味
を
優
先
し
た
栽
培
方

法
が
こ
だ
わ
り
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
大
き
な
失
敗
も
な
く

継
続
で
き
て
い
る
の
は
、
近
隣
の

先
輩
農
家
さ
ん
に
ご
指
導
い
た
だ

き
な
が
ら
、
毎
年
の
発
見
や
改
善

を
心
か
ら
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
に

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

ご
縁
の
中
で
作
付
面
積
を
無
理
な

く
増
や
し
な
が
ら
、
楽
し
ん
で
農

業
に
向
き
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
れ
て
い
た
農
地
の
権
利（
所
有

権
・
賃
貸
借
権
な
ど
）取
得
時
に

求
め
て
い
た
各
地
区
の
下
限
面
積

要
件
が
表
の
と
お
り
廃
止
さ
れ
ま

す
。

　
な
お
、
農
地
の
権
利
取
得
に
必

要
な
そ
の
他
の
要
件（
全
部
効
率

利
用
、
農
作
業
常
時
従
事
、
地
域

調
和
な
ど
）は
、
引
き
続
き
継
続

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■大町市各地区の
　下限面積に関する新旧の状況

適用区域

下限面積

（旧）
従前の

設定面積

（新）
農地法
改正後

大町地区 30アール

設定面積を
廃止する

平地区 30アール

常盤地区 50アール

社地区 30アール

八坂地区 10アール

美麻地区 10アール

【期日前投票所への移動支援のため、試験的にバスを運行します。】
　令和5年 4月9日執行の県議会議員選挙および4月23日執行の市議会議員選挙において、期日前投票におけ
る市役所および市八坂支所・市美麻支所までの移動が困難な人を支援するため、無料バスを試験的に運行します。

■ 運行日：4月8日（土）・22日（土）　　■ 利用料金：無料

【大町地域　北コース】

バス停留所 平方面→市役所
１便 ２便 ３便

発 ゆーぷる木崎湖 9:00 11:30 14:00
平公民館前 9:02 11:32 14:02
借馬団地 9:08 11:38 14:08
北小前 9:10 11:40 14:10
西友 9:12 11:42 14:12
上大黒町 9:15 11:45 14:15
総合福祉センター 9:21 11:51 14:21
信濃大町駅 9:24 11:54 14:24
フレスポ大町 9:27 11:57 14:27

着 市役所 9:29 11:59 14:29

発 市役所 10:20 12:45 15:15
＊投票終了後、逆順路で運行（降車のみ）

【大町地域　南コース】

バス停留所 常盤・社方面→市役所
１便 ２便 ３便

発 南小前 9:00 11:30 14:00
地場の郷 9:01 11:31 14:01
カインズ大町店 9:04 11:34 14:04
上一住宅 9:05 11:35 14:05
県営住宅前 9:11 11:41 14:11
山下集落センター 9:14 11:44 14:14
ザ・ビッグ 9:21 11:51 14:21

着 市役所 9:27 11:57 14:27

発 市役所 10:20 12:45 15:15
＊投票終了後、逆順路で運行（降車のみ）

◎停留所の時間は目安となります。
◎各停留所は、市民バスふれあい号の既存の停留所と
なります。

【八坂地域】
＊八坂地域振興バスを利用します。（利用料金：無料）
＊詳しくは、別途ご案内する時刻表（八坂地区のみ）、
市ホームページをご覧ください。

【美麻地域】
＊たすかる美麻を利用します。（利用料金：無料）
＊詳しくは、別途ご案内する利用方法のチラシ（美麻
地区のみ）、市ホームページをご覧ください。

市役所

フレスポ大町

西友

信濃大町駅

総合福祉センター

ゆーぷる木崎湖

北小前

平公民館前

借馬団地

上大黒町

南小前
地場の郷

上一住宅
カインズ大町店

市役所

県営住宅前

山下集落センター

ザ・ビッグ

北コース
停留所位置図

南コース
停留所位置図

木
崎
湖
畔
・
稲
尾
　
み
や
ま
農
園

代
表
　
宮
間
英
子
さ
ん

農
地
取
得
の
下
限
面
積
要
件
が

　
　
　
　
　

廃
止
さ
れ
ま
す

新規就農者を紹介します！

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

農業委員会だより
第15号

発行日：令和５年４月１日
大町市農業委員会

大町市大町3887
℡市内線641
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若
者
よ
、

農
家
に
な
ろ
う

農
業
委
員
　
降
幡
順
治

　
農
業
は
、
私
た
ち
が
生
き
る
上

で
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。
そ
れ

は
、
私
た
ち
の
食
べ
物
を
提
供
す

る
だ
け
で
な
く
、
地
球
環
境
を
保

全
す
る
と
と
も
に
、
文
化
や
伝
統

を
守
る
こ
と
に
も
関
わ
っ
て
い
る

も
の
で
あ
る
か
ら
で
す
。

　
近
年
、
日
本
の
農
業
は
困
難
な

状
況
に
置
か
れ
て
お
り
、
農
家
の

高
齢
化
に
よ
り
将
来
に
わ
た
り
農

業
が
維
持
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
危

ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

若
者
が
農
業
に
興
味
を
持
つ
こ
と

は
、
未
来
に
農
業
を
存
続
さ
せ
る

上
で
非
常
に
重
要
な
カ
ギ
と
な
り

ま
す
。
農
業
は
、
自
然
や
人
々
と

接
す
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
仕

事
で
あ
り
、
自
分
自
身
が
生
産
す

る
農
産
品
に
対
し
て
責
任
と
誇
り

を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
農
業
は
簡
単
な
仕

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
若
者
に
就

農
し
て
も
ら
う
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
…
。

　
私
は
文
章
を
書
く
の
が
苦
手
な

の
で
、
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）に
尋
ね

て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の

回
答
を
以
下
に
記
し
ま
す
。

＊　
　
＊　
　
＊

　
『
近
年
、
日
本
で
は
大
学
を
卒

業
し
た
若
者
た
ち
が
、
優
良
企
業

に
就
職
す
る
こ
と
が
通
常
の
選
択

肢
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
現
在
の
就
職
市
場
は
非

常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
企
業

も
従
業
員
を
部
品
の
よ
う
に
扱
う

こ
と
が
あ
る
た
め
、
若
者
た
ち
は

自
然
と
共
に
働
け
る
農
業
な
ど
の

職
種
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
女
性
た
ち
の
間

で
、
農
業
に
魅
力
を
感
じ
る
人
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
自
然
と
の

調
和
の
取
れ
た
農
業
に
携
わ
る
こ

と
で
、
よ
り
良
い
社
会
を
つ
く
り
、

自
分
自
身
も
成
長
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
る
人
々
が
増
加

し
て
い
る
の
で
す
。
女
性
が
農
業

を
選
ぶ
魅
力
の
一
つ
は
、
感
性
を

活
か
し
た
農
産
物
の
加
工
に
携
わ

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
加

工
さ
れ
た
農
産
物
は
、
地
域
の
特

産
品
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
地
域
に
と
っ
て
の
財
産
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
方
、
男

性
た
ち
に
つ
い
て
は
、
草
食
男
子

が
増
加
す
る
一
方
で
、
農
業
男
子

の
出
現
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

男
性
も
農
業
を
選
ぶ
こ
と
で
、
地

域
社
会
に
貢
献
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
自
然
と
共
に
生
き
る
こ
と
の

素
晴
ら
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
今
後
、
日
本
は

高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
た
め
、
農

業
分
野
に
も
求
人
が
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の

人
々
が
力
を
合
わ
せ
、
農
業
に
携

わ
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
が
活
性

化
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
若
者
た
ち
が

農
業
に
興
味
を
持
ち
、
農
業
女
子

や
農
業
男
子
が
増
加
し
て
い
く
こ

と
で
、
地
域
社
会
や
日
本
の
将
来

に
対
す
る
貢
献
が
期
待
さ
れ
ま
す
。』

＊　
　
＊　
　
＊

　
農
業
に
関
心
が
あ
る
若
者
の
皆

さ
ん
、
あ
な
た
方
の
参
加
が
、
将

来
の
農
業
と
地
域
社
会
の
発
展
に

と
っ
て
大
き
な
貢
献
と
な
り
ま
す
。

　
農
業
は
、
自
然
と
調
和
し
な
が

ら
生
き
る
こ
と
を
学
ぶ
貴
重
な
機

会
で
す
。
私
た
ち
は
大
地
と
自
然

を
抜
き
に
し
て
は
生
き
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
農
業
を
通
じ
て
自

分
自
身
の
生
活
に
新
た
な
る
意
味

を
与
え
、
新
た
な
仲
間
と
共
に
、

未
来
の
た
め
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

農地に関する困りごとや相談は
農業委員まで

　「農地の耕作を誰かに引き受けてもらい
たい」「営農できる農地を探している」など、
農業委員会では農地に関するさまざまな
相談に通年応じています。お近くの農業
委員や農地利用最適化推進委員、農業委
員会事務局にお気軽にご相談ください。

農業者には農業者年金があります
農業者年金（制度）って何？

　「農業者にもサラリーマン並みの年金を」という
スローガンの下、制定されたのが農業者年金制度
です。人生100年時代を迎え、老後に備える年金の
重要性はますます高まっています。農業者年金は
国民年金に上乗せするもので、平均寿命が全国トッ
プの長野県、男性はもとより平均余命の長い女性に
こそお薦めします。農業による収入は天候や市場の
動向により左右されますが、農業者年金の掛け金は
収入の増減により都度変更が可能です。認定農業者
など一定の要件が必要ですが、保険料の国庫補助を
受けることができます。その他、支払った保険料が
全額社会保険料控除の対象になるメリットもあり
ます。案内パンフレットはＪＡ金融窓口、農業委員
会事務局にあります。詳しくは「農業者年金の件で」
とお気軽にお問い合わせください。

大町市農業委員会　会長　伊藤宏昭

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

昨年の農地相談会の様子
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農地の無断転用は農地法違反です！

　農地を住宅建物の敷地や資材置き場、駐
車場など、農地以外の用途に利用する場合
は、一時的なものも含めて許可が必要です。
　違反すると、罰せられたり原状回復を命
ぜられたりする場合があります。詳しくは
農業委員会事務局にお問い合わせください。

　
農
家
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、

そ
れ
に
伴
う
遊
休
・
荒
廃
農
地
の

増
加
な
ど
、
わ
が
国
の
少
子
高
齢

化
は
農
業
の
分
野
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
地
域
の
皆
さ
ん
の
努
力
に
よ
っ

て
守
ら
れ
て
き
た
農
地
を
、
次
の

世
代
に
着
実
に
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
、
農
作
業
が
し
や
す
く
、

手
間
・
時
間
・
生
産
コ
ス
ト
を
減

ら
す
こ
と
が
期
待
で
き
る
農
地
の

集
約
化
な
ど
の
実
現
に
向
け
て
、

全
国
の
自
治
体
が
、
将
来
を
見
据

え
た
地
域
の「
農
地
の
未
来
設
計

図
」の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
こ
の
計
画
は
、
地
域
の
農
業
者

や
関
係
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

て「
将
来
、
地
域
の
農
地
を
誰
が

利
用
し
、
農
地
を
ど
の
よ
う
に
ま

と
め
て
い
く
か
」や「
農
地
を
含
め

て
地
域
の
農
業
を
ど
の
よ
う
に
維

持・発
展
さ
せ
て
い
く
か
」と
い
っ

た
課
題
に
対
し
て
幅
広
い
意
見
を

取
り
入
れ
な
が
ら
話
し
合
い（
協

議
）を
行
う
も
の
で
、
大
町
市
で

は
令
和
５
年
度
か
ら
本
格
的
に
計

　
現
在
活
動
し
て
い
る
第
24
期
農

業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
は
、
令
和
６
年
４
月
８
日
に

任
期
が
満
了
し
ま
す
。
市
で
は
、

農
業
委
員
な
ど
の
改
選
に
向
け
、

広
報
お
お
ま
ち
10
月
号
で
次
期
の

農
業
委
員
・
最
適
化
推
進
委
員
の

推
薦
や
公
募
に
関
す
る
周
知
を
行

う
予
定
で
す
。

　
農
業
委
員
会
は
、
食
糧
自
給
の

基
礎
と
な
る
健
全
な
営
農
環
境
の

維
持
の
た
め
、
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
や
解
消
、
農
地
の
集
積
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
少
子
高
齢
化
の
進

行
に
よ
る
営
農
者
の
高
齢
化
や
後

継
の
担
い
手
不
足
、
そ
れ
に
伴
う

耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
、
農
地

を
取
り
巻
く
現
状
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
農
地
を
最

適
な
形
で
未
来
に
残
す
取
り
組
み

に
関
心
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
農
業
委
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

※
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員

の
改
選
に
当
た
り
、
引
き
続
き
女

性
や
青
年
の
登
用
の
一
層
の
促
進

を
図
り
ま
す
。

画
を
進
め
る
予
定
で
す
。

　
計
画
で
は
、
地
域
の
農
地
利
用

の
現
状
を
踏
ま
え
、
農
家
の
皆
さ

ん
の
今
後
の
営
農
に
関
す
る
意
向

を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
近
い
将
来

の
農
地
利
用
の
地
図
を
描
く
こ
と

と
し
て
お
り
、
農
業
委
員
会
が
こ

の
地
図
の
素
案
を
作
成
し
ま
す
。

　
今
後
、
地
域
の
農
業
委
員
や
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
農
家

の
皆
さ
ん
の
将
来
の
営
農
に
関
す

る
意
向
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
委
員

■
定
数　
19
人

▽
地
域
の
農
業
者
や
農
業
団
体
な

ど
か
ら
の
推
薦
や
公
募
を
行
い
、

市
長
が
市
議
会
の
同
意
を
得
て
任

命
し
ま
す
。

※
農
業
委
員
の
構
成
と
し
て
、
認

定
農
業
者
を
過
半
と
し
、
農
業
と

利
害
関
係
の
な
い
者
を
１
人
以
上

含
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

■
定
数　
９
人

▽
地
域
の
農
業
者
か
ら
の
推
薦
や

公
募
を
行
い
、
農
業
委
員
会
が
委

嘱
し
ま
す
。

共
通
事
項

■
任
期　
令
和
６
年
４
月
９
日
～

９
年
４
月
８
日（
３
年
間
）

「
農
地
の
未
来
設
計
図
」作
成
に

　
　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

農
業
委
員
に

　
　
な
り
ま
せ
ん
か
？

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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囲
碁
の
七
大
タ
イ
ト
ル
戦
の
一

つ「
十
段
戦
」第
３
局
が
今
年
も
大

町
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
市
内
で

の
開
催
が
今
年
で
29
回
目
と
な
る

春
の
風
物
詩
で
す
。

　
会
場
で
は
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
大

盤
解
説
会
を
行
い
ま
す
。
ト
ッ
プ

棋
士
の
気
迫
を
間
近
で
感
じ
ら
れ

る
機
会
で
す
の
で
、
大
勢
の
皆
さ

ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

参
加
無
料
で
す
。

第
61
期
大
和
ハ
ウ
ス
杯

十
段
戦

５
番
勝
負
第
３
局

■
期
日　
４
月
６
日（
木
）

■
会
場　
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
リ
デ
イ
・
イ

ン
リ
ゾ
ー
ト
信
濃
大
町
く
ろ
よ
ん

■
対
局
者　
許
家
元
・
十
段　
対

芝
野
虎
丸
・
名
人

※
午
前
10
時
か
ら
会
場
の
モ
ニ

タ
ー
テ
レ
ビ
で
対
局
の
様
子
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
盤
解
説
会

■
会
場　
同
ホ
テ
ル　
２
階

■
時
間　
午
後
１
時
30
分
～（
随

　
全
国
の
囲
碁
の
棋
友
が
集
い
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
ア
ル
プ
ス
囲

碁
村
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
大

勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

囲
碁
村
ま
つ
り
前
夜
祭

■
期
日　
５
月
20
日（
土
）

■
内
容
・
時
間　
有
名
プ
ロ
棋
士

に
よ
る
無
料
指
導
碁　
午
後
１
時

30
分
～

※
宿
泊
者
の
み
参
加
で
き
ま
す
。

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら

行
い
ま
せ
ん
。

■
会
場　
黒
部
観
光
ホ
テ
ル

■
費
用　
１
万
５
０
０
０
円（
１

泊
２
食
付
き
の
宿
泊
費
、
相
部
屋

利
用
の
場
合
）

知
事
杯
・
市
長
杯

争
奪
囲
碁
大
会

■
日
時　
５
月
21
日（
日
）　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
ご
ろ

▽
受
付　
午
前
８
時
30
分
～

■
会
場　

総
合
体
育
館　

大
ア

リ
ー
ナ

■
対
戦
方
式　
ク
ラ
ス
別　
ス
イ

時
開
催
）

■
解
説
者　
伊
田
篤
史
・
九
段

■
聞
き
手　
櫻
本
絢
子
・
初
段

※
景
品
が
当
た
る
次
の
一
手
ク
イ

ズ
を
行
い
ま
す
。

■
申
し
込
み　
４
月
５
日（
水
）ま

で
に
、
①
か
②
の
方
法
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

①
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
。

②
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送（
必
着
）、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
ア
ル
プ
ス
囲
碁
村
推

進
協
議
会
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

ア
ル
プ
ス
囲
碁
村
推
進
協
議
会

（
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
内
）

℡
市
内
線
５
２
２

　
２
３
・
４
４
４
８

Ｅ
メ
ー
ルkikaku@

city.om
achi.

nagano.jp

ス
方
式
５
回
戦

■
会
費（
昼
食
・
参
加
費
込
み
）

▽
一
般　
２
０
０
０
円

▽
中
学
生
以
下　
１
０
０
０
円

共
通
事
項

■
申
し
込
み　
４
月
21
日（
金
）ま

で
に
、
①
か
②
の
方
法
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

①
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
。

②
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送（
必
着
）、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
ア
ル
プ
ス
囲
碁
村
推

進
協
議
会
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

ア
ル
プ
ス
囲
碁
村
推
進
協
議
会

（
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
内
）

℡
市
内
線
５
２
２

　
２
３
・
４
４
４
８

Ｅ
メ
ー
ルkikaku@

city.om
achi.

nagano.jp

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

第
61
期
大
和
ハ
ウ
ス
杯
十
段
戦

５
番
勝
負
第
３
局
大
盤
解
説
会

第
21
回

　
ア
ル
プ
ス
囲
碁
村
ま
つ
り

申し込み
フォーム

申し込み
フォーム
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生涯学習
大町図書館

第40回「手づくり絵本巡回展」in大町
　手づくり絵本連絡会（長野県・岐阜県）主催の
巡回展が大町にやってきます。世界にたった一冊
だけの手作り絵本が並びます。オリジナルな物語
絵本、家族の絵本、布の絵本など手作りの絵本
にふれてみませんか。申し込み不要、入場無料で
す。多くの皆さんのお越しをお待ちしています。

■日時　４月22日（土）　午前10時～午後４時、
４月23日（日）　午前10時～午後３時

■会場　大町図書館　２階　会議室
■後援　大町市教育委員会

図書館寄席
～善

よ し

亭
て い

穴
あ な

太
た

と青
あ お

空
ぞ ら

の楽しい落語～

　春らんまん！ 毎度おなじみ師弟コンビがお
届けする図書館寄席！ 笑いの桜が満開です。申
し込み不要、入場無料です。

■日時　４月23日（日）　午後２時～３時
■会場　大町図書館　２階　視聴覚室

「こどもの読書週間」フェスティバル
　４月23日（日）～５月12日（金）の「こどもの読
書週間」にちなみ、いろんなイベントを開催し
ます。参加無料です。大勢の皆さん、ぜひご参
加ください。（イベント詳細は30ページ）

こども囲碁教室・
こどもと大人の囲碁入門講座（第１期）
　囲碁を通じたひとづくり、まちづくりを目指
すアルプス囲碁村推進協議会と日本棋院大町支
部では、囲碁講座を開催します。思考力や集中
力などを高められると注目されている囲碁を覚
えてみませんか。

こども囲碁教室
■日時　通年の毎週土曜日　午前10時～11時30分
■対象　囲碁（陣取りゲーム）ができる、年長園

児～高校生
■費用　無料
■申し込み　電話または直接、アルプス囲碁村

推進協議会へ。
■その他

▽送迎は各家庭で行ってください。

▽大人が参加する場合は、ご相談ください。

こどもと大人の囲碁入門講座（第１期）
■期日　４月８日～７月22日　土曜日

全12回（予定）
■対象　囲碁初心者の、年長園児～大人
■費用

▽高校生以下　無料

▽大人　受講料300円／回
■申し込み　４月７日（金）までに、電話または

直接、アルプス囲碁村推進協議会へ。
■その他　

▽講座は「年長園児～中学生の部」「高校生以上
の部」に分かれます。

▽途中からの受講はできません。第２期（８～
11月）にお申し込みください。

共通事項
■会場　アルプス囲碁村会館
■その他　新型コロナウイルスの感染予防対策

として、手指消毒、室内換気、開講日
ごとに碁盤・碁石などの消毒を実施し
ています。ご協力をお願いします。

■問い合わせ
　アルプス囲碁村推進協議会
　（企画財政課企画調整係内）　℡市内線522

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21-1616

善
亭
穴
太

善
亭
青
空
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生涯学習
大町図書館

「こどもの読書週間」フェスティバル
「おすすめ本の紹介ＰＯＰ」応募作品と
西小学校児童作成のＰＯＰ展示会

　図書館にあるお気に入りの本や感動した本、読
んでもらいたい本を紹介したＰＯＰを、本と一緒
に展示します。小・中学生の皆さん、ＰＯＰのお
すすめ本をぜひ読んでみてください。ご来館をお
待ちしています。
■期間　４月23日（日）～５月14日（日）
■場所　大町図書館　１階　ロビー

今年も揚げます！
大町の大空を泳ぐ100匹のこいのぼり

　皆さんからいただいたこいのぼりを、図書館前の
西公園グラウンドに掲げます。北アルプスと桜に映
えた大空を泳ぐこいのぼりをお楽しみください。
■期間　４月25日（火）～６月５日（月）

こいのぼりを譲ってください
　ご家庭で不要になったこいのぼりがありま
したら、ぜひ譲ってください。譲っていただ
いた人には「しおり」をプレゼントします。ご
協力よろしくお願いします。

みんなでボードゲーム大会
　本やボードゲームが好きな人なら誰でも参加で
きます。みんなで楽しく遊んで学べるイベントで
す。初心者の人も大歓迎です。奮ってご参加くだ
さい。申し込み不要です。
■日時　５月３日（水）　午前10時～正午
■会場　大町図書館　１階　児童コーナー
■対象　子どもから大人までどなたでも
■体験できるゲーム　「カタカナーシ」「みんなで

本をもちよって」など

図書館にヤギがやってくる！
　かわいい子ヤギやメーメーお母さんヤギと触れ
合って、楽しく一緒に遊ぼう！
■日時　５月５日（金）　午後１時～３時
■会場　大町図書館　玄関前

小学生大募集
「一日図書館司書になろう！」

　一日図書館司書をやってみたい小学生を募集し
ます！ 図書館の仕事に興味がある人、図書館の
中を見てみたい人、やってみませんか？
■日時　４月29日（土）

①午前９時～正午、②午後１時～４時
■会場　大町図書館
■対象・定員　小学４〜６年生　各回先着３人
■持ち物　上履き、本
■申し込み　４月１日（土）午前９時30分から、

電話または直接、大町図書館へ。
■その他　安全のため、保護者が送り迎えをして

ください。

ＳＤＧｓ工作
「絵本カバーでバッグを作ろう！」
　大好きな絵本のカバーはつるつるしていてとて
もきれいですが、すぐに外れて破れて捨てていま
せんか？ それはもったいない！ お気に入りの絵
本カバーでバッグを作って、お菓子やおもちゃを
入れてお買い物ごっこやお部屋に飾って楽しみま
しょう。

■日時　４月30日（日）
①午前10時～11時30分、
②午後２時～３時30分

■会場　大町図書館　２階　会議室
■対象・定員　小学生　各回先着５人

※低学年児童は保護者同伴
■申し込み　４月１日（土）午前９時30分から、

電話または直接、大町図書館へ。

謎解きゲームに挑戦しよう！
　毎年大好評！ 図書館を使った謎解きゲーム。
その日、図書館がワクワクするようなゲーム場に
変わるよ。難しい問題が解けたときの達成感は最
高！ ぜひ挑戦してみてね。お父さんやお母さん、
お兄ちゃん、お姉ちゃんも一緒に参加してね。申
し込み不要です。
■日時　５月４日（木）・５日（金）

午前10時～午後４時
■会場　大町図書館　１階
■対象　小学生以上の人

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21-1616
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大町公民館 大町図書館

はじめてでも、大きな花が咲く！
菊づくり講座　〜目指せ文化祭〜
　毎年11月に開催する恒例の「大町市文化祭」といえ
ば菊花展です。初心者から経験者までどなたでも参加
できます。文化祭への出展を目指して、菊作りに挑戦
しませんか。

■日時　全６回

▽１回目　４月29日（土）　午前10時～正午
※２回目以降は菊の成長に合わせて計画します。
■会場　大町公民館（文化会館）　西駐車場
■講師　大町市秋香会の皆さん
■費用　材料代を実費負担していただきますが、参加

費は無料です。
■持ち物　筆記用具
■申し込み　４月28日（金）までに、電話または直接、

大町公民館へ。

第77回大町地区市民運動会
　新型コロナウイルス感染症の影響で、平成31年の
開催が最後となっていた市民運動会が帰ってきます。
満開の桜の下で、地域の皆さんと一緒に運動会を楽し
みましょう！
　今年から分館単位のエントリーに加え、個人エント
リーもできるようになりました。お子さん連れのファ
ミリーなど家族単位での参加もＯＫです。大勢の皆さ
んのご参加をお待ちしています。

■日時　４月23日（日）　午前９時～正午ごろ

▽受付　午前８時30分～　※雨天中止
■会場　西小学校　校庭
■参加資格　大町地区にお住まいで、健康な人

※年齢・性別は問いません。
■申し込み　４月16日（日）までに、以下のいずれか

の方法で、大町公民館へ。

▽個人エントリー
　電話または
　文化会館ホームページから

▽分館エントリー
　各地区体育部長から報告

図書館講座
「おおまちの歴史と古文書入門」

　大町の歴史を学び取る史料として興味
深い古文書がたくさん残っています。「地
域の古文書を読んで歴史を学びたい」と
思っている人はぜひご参加ください。「や
さしく、楽しく」をモットーに、講師の
先生が分かりやすくお話ししてくれます。
参加無料です。

■日時　４月から１年間
午後５時30分～７時

▽１回目　４月21日（金）
※２回目以降は毎月第４金曜日に開催
■会場　大町図書館　２階　視聴覚室
■対象・定員　どなたでも　先着40人
■講師　荒井今朝一さん（郷土史研究家）
■持ち物　筆記用具
■申し込み　４月１日（土）午前９時30分か

ら、電話または直接、大町図書館へ。

「デジとしょ信州」利用説明会
　昨年８月から市町村と県による協働電
子図書館「デジとしょ信州」のサービスが
スタートしました。利用したいけど「ど
うやって使うの？」「やり方が分からな
い」という人のために、利用説明会を開
催します。パソコンやスマートフォンを
使って、実際にログイン（サインイン）し
て、電子図書の貸し出し・返却・検索の
仕方を分かりやすく説明します。申し込
み不要です。ぜひご参加ください。

■日時

▽毎週水曜日　午前11時～

▽毎週日曜日　午後２時～
■受付場所　開始時刻に直接、大町図書

館カウンターへお越しください
■持ち物　ノートパソコンやタブレット、

スマートフォンなど

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

■問い合わせ　大町公民館（文化会館）　℡・有線22-9988
■問い合わせ
　大町図書館　℡・有線21-1616

申し込みフォーム
イベント詳細
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生涯学習
平公民館・女性未来館ピュア

クラフトバンド工作を始めよう

　クラフトバンドで籠を作ります。クラフトバ
ンドは牛乳パックや古紙を再生した手芸用の紙
ひもで、植物のつるよりも加工がしやすく環境
にやさしいエコ素材です。経験者コースと初心
者コースの受講者を募集します。

■期日　全５回　４月20日、５月18日、６月
１日・15日・29日　木曜日

■時間・コース

▽経験者コース　午前９時30分～正午

▽初心者コース　午後１時30分～４時
■会場　平公民館・女性未来館ピュア　学習室
■対象・定員　どなたでも　各コース先着10人
■講師　高森晴美さん（クラフトバンド作家）
■費用　500～1,500円程度（材料費）
■持ち物　鉛筆、はさみ、メジャー、洗濯ばさみ、

木工用速乾接着剤（当日会場で200円
で購入可能）

■申し込み　４月７日（金）〜14日（金）に、電話ま
たは直接、平公民館・女性未来館ピュアへ。

■その他　託児あります（生後６カ月以上）。事
前にお申し込みください。

ピュアに輝く女性講座
　チャレンジ精神を持ち、前向きに輝く女性を目指す企画参画型講座です。事業を立案し、自由な発想で
仲間と楽しく体験して学びませんか。昨年度はコロナ禍で学ぶ身近な文化財を学習しました。

■日程　４月～来年３月に全６回
第１回 第２回以降

日時 ４月24日（月）　午前10時～11時30分
第１回の計画により実施会場 平公民館・女性未来館ピュア　軽運動室

内容 全行程の計画

■対象・定員　市内にお住まいの人　20人　※応募多数の場合は抽選を行います。
■費用　企画内容により自己負担があります。
■申し込み　４月７日（金）～14日（金）に、電話または直接、平公民館・女性未来館ピュアへ。

アレンジメントで
暮らしの記念日を飾る
　フラワーアレンジメントは
紀元前3000年ごろのエジプト
が発祥といわれています。華
やかさと手軽さを兼ね備えた
フラワーアレンジメントを生
活の中の記念日に飾りません
か。自分だけの思い出の一ページを作りましょう。

■日時・内容　全３回　午後１時30分～３時

▽ ４月25日（火）　母の日のアレンジメント

▽ ８月29日（火）　ユーカリを使ったスワッグ

▽10月24日（火）　ハロウィンアレンジメント
■会場　平公民館・女性未来館ピュア　軽運動室
■対象・定員　どなたでも　先着20人
■講師　奥原ゆかりさん（TOKIWA FLOWERS）
■費用　１回3,300円（材料費）
■持ち物　花ばさみ（剪

せん
定
てい

ばさみでも可）、新聞紙、
持ち帰り用の入れ物、エプロンなど

■申し込み　４月７日（金）～14日（金）に、電話ま
たは直接、平公民館・女性未来館ピュアへ。

■その他

▽託児あります（生後６カ月以上）。事前にお申し込
みください。

▽キャンセルは講座10日前までにご連絡ください。

▽当日キャンセルの場合は、材料費をご負担いただ
きます。

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

■問い合わせ　平公民館・女性未来館ピュア　℡・有線22-0694
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総合体育館

運動あそび教室
　幼児期に必要な運動感覚を、リズム体操や
追いかけっこ、ボール遊びなどを通して身に
付け、元気いっぱい体を動かすことで、運動
の楽しさを体感する教室です。

■期日・クラス

Ａクラス
（毎月第１・３月曜日）

５月１日（月）・15日（月）、６月５日（月）・19日（月）、７月３日（月）、
８月21日（月）、９月４日（月）・19日（火）、10月２日（月）・16日（月）

Ｂクラス
（毎月第２・４月曜日）

５月８日（月）・22日（月）、６月12日（月）・26日（月）、７月10日（月）、
８月28日（月）、９月11日（月）・25日（月）、10月10日（火）・23日（月）

※両クラスとも月曜日が祝日の場合は翌日火曜日に開催、７月と８月は夏休みのため月１回のみ開催
■時間　午後４時30分～５時30分
■会場　運動公園サッカー場　※雨天時は総合体育館大アリーナ
■対象　市内にお住まいか通園している年長児（５歳児、平成29年４月２日～平成30年４月１日生まれ）
■定員　各クラス先着35人
■指導者　外部講師・スポーツ推進委員・スポーツ課職員
■費用　3,000円（保険料、教材費など）
■申し込み　４月３日（月）～25日（火）に、参加費を添えて直接、総合体育館へ。
■その他　各クラス初日に保護者向け説明会を実施します。必ず出席してください。

パーソナルトレーナーによるトレーニング講座（前期）
　自宅でもできる筋力強化の運動を行います。ストレッチや自重トレーニングを中心としたメニューで、
特に怠りがちな体の後背面に働きかけ全身をすっきりさせましょう。各回完結の講座で、毎回の参加も
可能です。参加者（20～70代）からは「柔軟性や筋力が向上した」「肩凝り・
腰痛が解消した」「基礎体温が上がった」などの声が寄せられています。

■日時　４月18日（火）・28日（金）、５月11日（木）・31日（水）、６月６日（火）・
15日（木）・28日（水）、７月７日（金）・20日（木）
午前10時～正午　※午前９時45分集合

■会場　総合体育館　大アリーナ
■対象・定員　市内にお住まいの18歳以上の人　各回先着30人

※定員に達しない場合は市外からの参加も受け付けます。
■費用　500円／回（保険料・施設使用料など）

※参加日に会場でお支払いください。
■持ち物　上履き用運動靴、飲み物、タオル、筆記用具

※運動のできる服装でご参加ください。
■申し込み　開催日の２日前までに、直接、総合体育館へ。

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

■問い合わせ　総合体育館　℡・有線22-8855

詳しくは
　こちら➡
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生涯学習
体育協会

山岳博物館

市民スポーツ祭　ゴルフの部
　日頃から練習に励んでいる皆さんや久しぶりにゴルフをする皆さん、楽しく真剣
にプレーするとともに親睦を深めましょう。大会要項などはお問い合わせください。

■日時　５月５日（金）　午前７時30分
■会場　穂高カントリークラブ（安曇野市）
■対象・定員　市内にお住まいか通勤している人　先着200人
■費用　プレー代（昼食込み）14,100円、参加料1,000円
　　　　※当日、徴収します。
■申し込み　４月３日（月）～21日（金）に、電話、ファクスまたはＥメールで、体育協会へ。
■問い合わせ　体育協会　℡・有線22-7658　　85-5788　Ｅメールomachi-taikyou@bj.wakwak.com

企画展「ホネ展」
　博物館が収蔵する骨格標本
を通して、普段は見ることが
できない体の中の構造や、生
き物が生きるための進化や工
夫について紹介します。

■日時　４月29日（土）～
　　　　７月30日（日）
　　　　午前９時～午後５時
　　　　（入館は午後４時30分まで）
■会場　山岳博物館　特別展示室
■費用　通常の入館料（常設展と共通）

関連催し　ミュージアムガイド
　担当学芸員が展示の見どころなどを解説します。
申し込み不要です。

■日時　４月29日（土）、５月20日（土）、
　　　　６月17日（土）、７月15日（土）
　　　　①午前10時30分～、②午後２時30分～
　　　　※各回20分程度です。
■会場　山岳博物館　特別展示室
■費用　通常の入館料（常設展と共通）

大町自然探検隊
バードウォッチングin高瀬川堤防
　高瀬川堤防で春の野鳥の観察会を行います。
参加無料です。

■日時　４月30日（日）
　　　　午前９時～11時
■会場　高瀬川堤防
■対象・定員
　　　　どなたでも　先着15人
■申し込み　４月27日（木）までに、電話また

は直接、山岳博物館へ。
■その他　集合場所や持ち物など、詳しくは山

岳博物館ホームページのイベント案内
をご覧ください。

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

■問い合わせ　山岳博物館　℡・有線22-0211

フクロウ全身骨格標本
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山岳博物館

「家庭の日」に伴う
入館無料・割引
　毎月第３日曜日は「家庭の日」です。山
岳博物館では「家庭の日」とその前日の土
曜日、大町市民の入館料が無料となりま
す。その他の長野県民は入館料が割引と
なります。この機会にぜひご来館くださ
い。申し込み不要です。

■期日（４月）　４月15日（土）・16日（日）
■対象　大町市民、長野県民
■その他　来館時に住所が分かるものを

ご提示ください。

ふぞくえんクイズラリー
　付属園に設置されたクイズを探しましょ
う。全問正解者には、飼育員手作りのスタ
ンプを押します。今回はどんな絵柄なのか、
お楽しみに！
■日時　５月２日（火）～６日（土）
　　　　午前９時～午後４時　※雨天中止
■受付場所　山岳博物館　入り口

ライチョウガイド
　大町市の鳥「ライチョウ」とはどんな鳥な
のでしょうか。一般公開しているライチョ
ウを見ながら解説します。
■日時　５月２日（火）～６日（土）
　　　　午前９時～午後４時
　　　　※ライチョウの状態により
　　　　　変更する場合があります。
■場所　付属園　ライチョウ舎

動物観察ツアー
　普段はなかなか近くで見ることができない飼育動物
を、間近で一緒に観察しませんか。皆さんと一緒に園内
を回り、飼育している動物のことを詳しくお話しします。
■日時　５月３日（水）・５日（金）
　　　　①午前11時～、②午後２時30分〜
　　　　※各回30分程度、小雨実施（大雨中止）
■集合場所　開始時刻までに付属園入り口へお越しく

ださい。

おおまぴょんとあそぼう
　付属園まつりにおおまぴょんがやってきます！ お
おまぴょんと触れ合いながらカモシカについて学びま
しょう。
■日時　５月３日（水）・５日（金）
　　　　①午前11時30分～、②午後３時〜
■集合場所　開始時刻までに付属園入り口へお越しく

ださい。

付属園まつり
　動植物を飼育栽培する付属園（動植物園）で、付属園まつりを開催します。付属
園と飼育動物をもっと身近に、親しみを持っていただけるように、さまざまな催
しを行います。傷病鳥獣の救護など付属園の役割や大町市周辺地域の野生動物、
自然環境への関心が高まる内容です。以下の催しはいずれも申し込み不要、どなたでも参加できます。

■期間　５月２日（火）～６日（土）　※催しにより日時が異なります。

大町山岳博物館友の会総会記念講演会
「虫の眼で見た大町・安曇野の自然」

　三郷昆虫クラブ世話人・安曇野オ
オルリシジミ保護対策会議代表の那
須野雅好さんに、大町・安曇野の自
然・昆虫について講演をしていただ
きます。参加無料です。

■日時　４月23日（日）　午後１時～３時
■会場　山岳博物館　講堂
■対象・定員　どなたでも　先着30人
■申し込み　事前に、電話または直接、山岳博物館へ。

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

■問い合わせ　山岳博物館　℡・有線22-0211
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康
づ
く

り
推
進
委
員
会
」の
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

■
募
集
人
数　
２
人

■
応
募
資
格　
18
歳
以
上
の
市
民

■
任
期　
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

■
会
議　
年
２
～
３
回
程
度

■
申
し
込
み　
４
月
25
日（
火
）ま
で
に
、

応
募
動
機
お
よ
び
市
民
の
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
考
え
を
任
意
の
様
式
に
８
０

０
字
程
度
に
ま
と
め
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送

（
必
着
）ま
た
は
直
接
、
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
。

■
問
い
合
わ
せ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
・
有
線
２
３
・
４
４
０
０

心
の
健
康
づ
く
り
懇
話
会
委
員

　
市
で
は
、
自
殺
対
策
お
よ
び
心
の
健

康
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め「
心
の
健

康
づ
く
り
懇
話
会
」の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

■
募
集
人
数　
２
人

■
応
募
資
格　
18
歳
以
上
の
市
民

■
任
期　
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

■
会
議　
年
２
～
３
回
程
度

■
申
し
込
み　
４
月
25
日（
火
）ま
で
に
、

応
募
動
機
お
よ
び
心
の
健
康
に
関
す
る

考
え
を
任
意
の
様
式
に
８
０
０
字
程
度

に
ま
と
め
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送（
必
着
）ま

た
は
直
接
、
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

■
問
い
合
わ
せ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
・
有
線
２
３
・
４
４
０
０

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

https:// i ju-omachi . jp/
component/k2/item/524-
sowh-receive.html
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募集

お知らせ

シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

参
加
者

　
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
と
市

教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
の
青
少
年

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
指
導
や
支
援
を
し
な
が
ら

一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
若
者
の
こ
と

で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
キ
ャ
ン
プ
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
通
じ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
な
ど
を
学

び
、
仲
間
づ
く
り
を
楽
し
み
な
が
ら

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
習

得
し
ま
す
。

■
主
な
活
動

▽
小・中
学
生
リ
ー
ダ
ー
研
修
会（
キ
ャ

ン
プ
、
も
の
づ
く
り
指
導
な
ど
）へ
の

参
加

※
５
月
～
翌
年
２
月
に
全
９
回
程
度

▽
子
ど
も
会
安
全
啓
発
指
導
者
養
成
研

修
会
な
ど
へ
の
参
加

■
対
象　
市
民
ま
た
は
市
内
に
通
学
・

通
勤
を
し
て
い
る
高
校
生
以
上
の
人

■
定
員　
15
人
程
度

■
申
し
込
み　
５
月
10
日（
水
）ま
で
に
、

市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
ま
た
は

各
公
民
館
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習・青
少
年
係
内
）

℡
市
内
線
６
２
５

行
政
相
談
を
実
施
し
ま
す

　
国
や
独
立
行
政
法
人
な
ど
が
行
っ
て

い
る
仕
事
に
対
し
て「
困
っ
て
い
る
」

「
納
得
で
き
な
い
」な
ど
の
意
見
や
要
望

を
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政

相
談
委
員
が
解
決
や
実
現
を
目
指
し
て

相
談
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
申
し
込
み
不
要
、
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
毎
月
最
終
水
曜
日　
午
前
９

時
～
正
午

※
日
程
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
毎
月
の
無
料

相
談
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
会
場

偶
数
月

▽
市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
５
会
議
室

奇
数
月

▽
市
八
坂
支
所

▽
市
美
麻
支
所

■
問
い
合
わ
せ　
庶
務
課
行
政
管
理
係

℡
市
内
線
５
１
１

矢
澤
秀
成
の「
バ
タ
フ
ラ
イ

ガ
ー
デ
ン（
蝶
を
呼
ぶ
庭
園

づ
く
り
）講
座
」参
加
者

　
一
年
草
と
宿
根
草
を
組
み
合
わ
せ
た

庭
園
づ
く
り
を
、
初
心
者
に
も
分
か
り

や
す
い
説
明
を
聞
き
な
が
ら
実
践
で
き

る
講
座
で
す
。
育
種
家
・
園
芸
研
究
家

と
し
て「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
趣
味
の
園
芸
」な
ど
に

出
演
し
て
い
る
矢
澤
秀
成
さ
ん（
や
ざ

わ
花
育
種（
株
）代
表
取
締
役
）を
講
師

に
迎
え
、
大
町
図
書
館
横
の
花
壇
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
行
い
ま
す
。

■
期
日
・
内
容　
全
３
回

▽
５
月
７
日（
日
）　
夏
秋
の
バ
タ
フ
ラ

イ
ガ
ー
デ
ン
に
合
う
一
年
草

▽
５
月
27
日（
土
）　
バ
タ
フ
ラ
イ
ガ
ー

デ
ン
の
宿
根
草

▽
11
月
３
日（
金
）　
春
の
バ
タ
フ
ラ
イ

ガ
ー
デ
ン
に
合
う
一
年
草

※
毎
回
、
座
学
の
後
に
植
え
付
け
な
ど

の
実
践
を
行
い
ま
す
。

■
時
間　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

■
会
場　
大
町
図
書
館

■
対
象
・
定
員　
市
民　
20
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
講
座
に
初

め
て
参
加
す
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

■
費
用　
３
０
０
０
円（
３
回
分
）

■
申
し
込
み　
４
月
21
日（
金
）ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
建
設
課
計
画
係
へ
。

■
そ
の
他　
自
宅
で
も
実
践
で
き
る
よ

う
に
、
講
座
ご
と
に
持
ち
帰
り
用
の
花

苗
な
ど
を
お
渡
し
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
建
設
課
計
画
係

℡
市
内
線
６
９
９

市
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
す
る
住
宅

▽
中
村（
美
麻
）＝
１
戸（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）

▽
本
村（
美
麻
）＝
１
戸（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）

５
月
１
日（
月
）か
ら
入
居
で
き
ま
す
。

※
Ｌ
＝
居
間
、
Ｄ
Ｋ
＝
台
所
兼
食
事
室
、

Ｙ
＝
浴
槽
付
き
浴
室

■
入
居
の
条
件　
同
居
す
る
親
族
が
あ

り
、
所
得
が
一
定
額
以
内
な
ど
の
基
準

に
合
う
人
。
犬
、
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の
飼

育
は
禁
止
で
す
。

■
申
し
込
み　
４
月
３
日（
月
）～
14
日

（
金
）に
、
直
接
、
建
設
課
建
築
住
宅
係

へ
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の

上
、
決
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
建
設
課
建
築
住
宅
係

℡
市
内
線
６
９
４
・
６
９
５

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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「
ひ
と
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
事

業
」補
助
金　
公
開
審
査
会

　
令
和
５
年
度
の「
ひ
と
が
輝
く
ま
ち

づ
く
り
事
業
」補
助
金
の
補
助
団
体
を

決
め
る
公
開
審
査
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は「
市
民
参
画
と
協
働
」に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
取
り
組
む

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
財
政
面
か
ら
支
援

す
る
も
の
で
す
。
申
請
団
体
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
市
民
か
ら
選
ば
れ
た

審
査
員
が
審
査
し
、
補
助
団
体
・
金
額

を
決
定
し
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
お
け
る
情
報
交

換
や
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
知
る

良
い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

■
日
時　
４
月
15
日（
土
）　
午
前
９
時

30
分
～

■
会
場　
文
化
会
館　
大
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
市
内
線
８
３
１

大
北
地
域
企
業
説
明
会

　
令
和
６
年
３
月
に
大
学・短
期
大
学・

専
門
学
校
を
卒
業
す
る
皆
さ
ん
お
よ
び

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
を
対
象
に
企
業

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
地
元
36
事
業

所（
予
定
）の
人
事
担
当
者
と
直
接
話
す

こ
と
が
で
き
る
機
会
で
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
不
要
で
す
。

■
日
時　
５
月
１
日（
月
）　
午
後
０
時

30
分
～
４
時

▽
受
付　
午
前
11
時
45
分
～

■
会
場　

Ｊ
Ａ
大
北
本
所
会
館
ア
プ

ロ
ー
ド

■
そ
の
他

▽
長
野
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

「
就
職
面
接
会・企
業
説
明
会
訪
問
カ
ー

ド
」を
訪
問
予
定
企
業
数
＋
１
枚（
受
付

提
出
用
）印
刷
の
上
、
会
場
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

※
当
日
会
場
で
記
入
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

▽
参
加
企
業
の
詳
細
は
、
４
月
上
旬
に

長
野
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
町
職
業
相
談
部
門

℡
２
２
・
０
３
４
０

▽
商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

℡
市
内
線
５
４
２

２
時

※
毎
月
第
３
木
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

■
参
加
方
法
・
定
員

①
会
場（
大
町
合
同
庁
舎
）で
受
講　
先

着
10
人

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
受
講　
先
着
10
人

※
申
し
込
み
の
際
に
参
加
方
法
を
選
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
対
象　
中
小
企
業
事
業
者
お
よ
び
創

業
予
定
者

■
講
師　

柳
澤
智
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

■
申
し
込
み　
事
前
に
、
①
か
②
の
方

法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
長
野
県
よ
ろ
ず
支
援

拠
点
事
務
局
へ
。

②
長
野
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
。

■
問
い
合
わ
せ

長
野
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
事
務
局

℡
０
２
６
・
２
２
７
・
５
８
６
６

Ｅ
メ
ー
ルinfo@

nagano-yorozu.
go.jp

就
職
相
談

ミ
ニ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ（
大
町
会
場
）

　
市
と
県
若
年
者
就
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー（
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
信
州
）で
は
、
就

職
を
希
望
す
る
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
就

職
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
１
人
１
時
間
で
す
。

■
日
時　
４
月
～
来
年
３
月　
毎
月
第

３
木
曜
日　
午
後
１
時
30
分
～
５
時

■
会
場　
市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第

５
会
議
室

■
対
象
・
定
員　
お
お
む
ね
40
代
前
半

ま
で
の
就
職
を
希
望
す
る
人　
各
日
先

着
３
人

■
申
し
込
み　
開
催
日
の
２
日
前
ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
商
工
労
政
課

商
業
労
政
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

℡
市
内
線
５
４
２

よ
ろ
ず
補
助
金
・
助
成
金

活
用
セ
ミ
ナ
ー
＆
相
談
会

～
も
ら
え
る
お
金
徹
底
解
説
～

　

長
野
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
が
、
今

後
、
実
施
予
定
の
補
助
金
・
助
成
金
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了

後
、
希
望
者
の
個
別
相
談
に
対
応
し
ま

す
。
初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

■
日
時　
４
月
20
日（
木
）　
午
後
１
時
～

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

https://nagano-yorozu.
go.jp/

長野県よろず支援拠点
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ボ
ッ
チ
ャ
用
具
の
貸
し
出
し

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
推

進
の
た
め
、
県
か
ら
貸
与
さ
れ
た
ボ
ッ

チ
ャ
競
技
用
具
５
セ
ッ
ト
を
無
料
で
貸

し
出
し
ま
す
。

■
申
し
込
み　
事
前
に
、
電
話
ま
た
は

直
接
、
福
祉
課
福
祉
係
へ
。

※
30
日
前
か
ら
の
予
約
が
可
能
で
す
。

※
貸
し
出
し
希
望
者
に
障
が
い
の
あ
る

人
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
は
、
優
先
し

て
貸
し
出
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課
福
祉
係

℡
市
内
線
４
１
２
・
４
１
３
・
４
１
４

市
税
の
新
た
な
納
付
方
法

地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

「
ｅ
Ｌ

－

Ｑ
Ｒ
」運
用
開
始

　
４
月
か
ら
、
全
国
の
自
治
体
で
地
方

税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド「
ｅ
Ｌ

－

Ｑ
Ｒ
」の

運
用
が
始
ま
り
ま
す
。

　
市
税
の
納
付
書
の
表
面
に「
ｅ
Ｌ

－

Ｑ
Ｒ
」（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）が
印
字
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
地
方
税
共
同
機
構
が
提

供
す
る「
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
」で
ス

マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
を
利
用
し
た
納
付
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
現
金
納
付
の
場
合

は
全
国
の
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対

応
金
融
機
関
で
納
付
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は「
地
方
税
お
支
払
サ
イ

ト
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■「
ｅ
Ｌ

－

Ｑ
Ｒ
」を
印
字
す
る
納
付
対

象
税
目

▽
市
県
民
税（
普
通
徴
収
）

▽
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

▽
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

▽
国
民
健
康
保
険
税

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は（
株
）デ
ン
ソ
ー

ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
税
務
課
管
理
収
納
係

℡
市
内
線
４
４
５
・
４
４
６
・
４
４
９

有
料
道
路
の
障
が
い
者
割
引

の
利
用
方
法
が
変
わ
り
ま
す

１
人
１
台
の
要
件
の
緩
和

　
３
月
27
日
か
ら
、
身
体
障
害
者
手
帳

や
療
育
手
帳（
Ａ
１
・
Ａ
２
）の
所
持
者

を
対
象
と
し
た
有
料
道
路
の
割
引
制
度

の
要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
は
事
前
登
録
さ
れ
た
自
家
用
車
１
台

の
み
が
割
引
の
対
象
で
し
た
が
、
タ
ク

シ
ー
・
レ
ン
タ
カ
ー
・
知
人
の
自
動
車

な
ど
、
事
前
登
録
さ
れ
て
い
な
い
自
動

車
で
も
割
引
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
割
引
が
適
用
さ
れ
る
た
め
に
は

　
事
前
に
割
引
の
申
請
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
自
動
車
の
事
前
登
録
が
済

ん
で
い
る
人
は
新
た
な
申
請
手
続
き
は

不
要
で
す
が
、
更
新
の
手
続
き
は
引
き

続
き
必
要
で
す
。

※
自
動
車
を
保
有
し
て
い
な
い
人
も
、

申
請
手
続
き
を
す
れ
ば
割
引
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

■
利
用
方
法

事
前
登
録
さ
れ
た
自
動
車

　
現
行
の
方
法
で
利
用
で
き
ま
す
。

▽
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
登
録
済
み
の
場
合

　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
レ
ー
ン
を
無
線
通
行

（
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
走
行
）

▽
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
未
登
録
の
場
合

　
料
金
所
で
係
員
に
手
帳
の
必
要
事
項

が
記
載
さ
れ
た
箇
所
を
提
示
し
て
走
行

事
前
登
録
さ
れ
て
い
な
い
自
動
車

　
料
金
所
で
係
員
に
手
帳
の
必
要
事
項

が
記
載
さ
れ
た
箇
所
を
提
示
し
て
走
行

※
手
帳
の
内
容
な
ど
に
よ
っ
て
は
割
引

を
適
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
導
入

　
３
月
27
日
か
ら
、
福
祉
課
福
祉
係
の

窓
口
以
外
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
受
付

サ
イ
ト
で
も
自
動
車
の
事
前
登
録
申
請

や
割
引
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
後
日
、
割
引
対
象
で
あ
る
旨
を
記
載

し
た
シ
ー
ル
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
手

帳
に
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
ま

た
は
福
祉
課
福
祉
係
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本

℡
０
５
７
０
・
０
２
４
・
０
２
４

℡
０
３
・
５
３
０
８
・
２
４
２
４

▽
福
祉
課
福
祉
係

℡
市
内
線
４
１
２
・
４
１
３
・
４
１
４

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

https://www.
expressway-
discount.jp

https://www.
payment.eltax.
lta.go.jp

オンライン申請
受付サイト

地方税
お支払サイト
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図書館だより

−新着図書（一般向け）−
いつもの言葉があか抜ける オトナ女子のすてきな
語彙力帳［生活・実用］������� 吉井奈々／著

「コミュ障」のための社会学 生きづらさの正体を探
る［社会学］������������ 岩本茂樹／著
誰にも嫌われずに同調圧力をサラリとかわす方法

［自己啓発］������������ 大嶋信頼／著
−新着図書（子ども向け）−

ホット・プラネット 気候変動のため地球があぶな
い 危機をさけるためにできること［自然］
���� アンナ・クレイボーン／作　大山泉／訳
ねこのおふろや［日本の絵本］
������� くさかみなこ／文　北村裕花／絵
10歳からの図解でわかる投資 知っておきたいお金
のしくみとはたらき［経済］���� 谷口達也／監修
−４月の推薦図書−

ゼロからの『資本論』　ＮＨＫ出版
斎藤幸平／著
　『ＮＨＫ 100分 de 名著 カール・
マルクス『資本論』』に大量加筆し、
新・マルクス＝エンゲルス全集（Ｍ
ＥＧＡ）の編集経験を踏まえて“資本
主義後”のユートピアの構想者としてマルクスを描
き出す。
にわか魔女のタマユラさん　偕成社
伊藤充子／作　ながしまひろみ／絵
　タマユラさんは魔女初心者ですが、
町のひとや動物たちの悩みを解決す
るために、一生けんめいがんばりま
す。ちょっとなつかしい喫茶店を舞
台にくりひろげられる、心あたたま
るおはなし。おみせやさんシリーズ最新作。
−４月の催し−

おはなしの森����� １日（土）　午前10時30分
おいでえほんのおへや（会場は児童センター）
������������� 11日（火）　午前11時
おりがみ教室������� 15日（土）　午前11時
無料託児サービス（要予約）
���������� 20日（木）　午前10時〜正午
■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21-1616

国営アルプスあづみの公園　おでかけ通信 152
みどりの日・春の都市緑化推進運動 「無料開園日」
　春は楽しいイベントが盛りだくさん！ 新緑に囲まれ
た公園をお得に楽しもう！
■期日　５月４日（木）・14日（日）
■開園時間　午前９時30分～午後５時
※無料開園日は諸事情により変更する場合があります。

スイセンの花畑
　餓鬼岳を背景に、
約4.3万球のスイセ
ンが咲く花畑は一見
の価値あり！ 
　５月中旬には、球
根の掘り取りイベン
トも開催します！

■見頃時期　４月下旬～５月上旬
※開花期は天候などにより変動します。詳しい開花状況

は公園管理センターにお問い合わせください。
■場所　れき原の花畑

【食体験】蒸しおやきづくり
　野沢菜やりんごチーズ、小豆を入れた蒸しおやきを
作ってみませんか？
■日時　４月29日（土）・

30日（日）
午前９時30分～
午後１時30分

■場所　森の体験舎
■料金　200円

スイセンのフラワーアレンジメント教室
　公園内に咲くスイセンを自宅でも楽しもう！
■日時　４月30日（日）

①午前11時～
②午後１時～
③午後２時30分～

■場所　れき原の花畑
※雨天の場合は、
　森の体験舎

■定員　各回先着10人
（事前申込制）

■料金　500円

【共通事項】

▽料金の掲載のないものは無料ですが、入園料は必要で
す（中学生以下無料）。

▽申し込みの掲載がないものは、当日直接ご参加ください。

詳細は、公園管理センター（大町・松川地区）にお問
い合わせください。ホームページでもご確認いただ
けます。事前の電話予約も承っています。
http://www.azumino-koen.jp/

■問い合わせ　アルプスあづみの公園管理センター
　（大町・松川地区）　℡21-1212

　まちなかボイス～きらり☆大町人～
　シニア世代を中心とし
た男性の居場所づくり

「ゆる～いおっさんの会」
を立ち上げるために動き
始めた、平・借馬の向井
均さんにお話をお聞きし
ます。男性の居場所づく
りに関心を持ったきっかけや、第二・第三の人生
を楽しむためのコツなどを伺います。

 放送日  ……………………… ９日（日）・12日（水）
■問い合わせ　大町市有線放送　℡・有線22-1297

有線放送４月の番組から

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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ケーブルテレビ４月の番組から

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00
＊市内中学校　卒業式������ 1日〜 9日
＊八坂小中学校　入学式����� 17日〜30日
＊美麻小中学校　入学式����� 17日〜30日
＊定例記者会見��������� 27日・28日

シャイニングキッズ　毎日放送
午前11:00、午後4:00、午後6:00、午後10:00
　新年度、子どもたちのドキドキ・ワクワクな表
情をご覧ください。

※放送予定を変更する場合があります。ご了承く
ださい。

▽ 番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）や市ホーム
ページをご覧ください。

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡21-3805

４月の有料相談（要予約）

法 律 18日・25日 火曜日 13:00〜16:00 北アルプス
市町村会館

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =１時間以内10,000円（税別）

不用品交換コーナー
●譲ります

▽仁科台中学校女子制服：ブレザー、スカート、ズ
ボン（約10年前購入、ほぼ未使用、身長160cm、
ウエスト70cm）������������� 無料

▽一輪車２台（約８年前購入、ほぼ未使用、16イ
ンチと18インチ、水色）��������� 無料

▽自転車２台（約10年前購入、ほぼ未使用、22イン
チ、赤色・銀色のツートンカラーと銀色）�� 応談

▽ エンジン式発電機「ヤマハ・EF-23H」（約５
年 前 購 入、 新 品、 Ｗ51cm× Ｄ41.5cm× Ｈ
42.5cm、定格出力2.0kVA）������� 応談

▽ファミリー催芽機「タイガーカワシマ・FH-500SR2」
　（約３年前購入、３年使用、Ｗ123cm×Ｄ76cm

×Ｈ55cm、容量もみ４kg×25袋分）���  応談
●譲ってください

　新規なし
　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任において
行ってください。「広報おおまち」が届く前に交渉
が成立することがあります。市ホームページに詳
しい情報を載せています。
■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡市内線463

４月の納税など
国民健康保険税……………………………… ４月分
保育料・保育所給食費……………………… ４月分
市営住宅使用料、定住促進住宅使用料
雇用促進住宅・駐車場使用料……………… ４月分
霊園清掃手数料……………………………… 全　　　　　　　　　期
ケーブルテレビ利用料……………………… ４月分
下水道受益者負担金………………………… ４月分
上下水道料…………………………………… ４月分

納期限は５月１日（月）

４月の無料相談

結 婚 ８日（土）
13：00〜17：00

総合福祉
センター

農業委員会
☎ 市 内線 641

法 律
（ 要 予 約 ）

11日（火）
13：00〜15：30

市民相談室
（市役所本庁舎１階）

広聴広報係
☎ 市 内線 403

担当=浅川清実弁護士 （次回は５月９日　安藤絵美子弁護士）

行 政 26日（水）
9：00〜12：00

第５会議室
（市役所本庁舎 2 階）

行政管理係
☎ 市 内線 511

年 金
（ 要 予 約 ）

20日（木）
10：00〜15：00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-31-5150

日本政策金融
公庫（要予約）

20日（木）
13：30〜16：30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女 性
（ 男 性 ）

13日（木）
10：00〜15：00 子育て・女性

相談室
（市役所西庁舎 2 階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎ 市 内線 83027日（木）

9：00〜12：00

育 児
19日（水）

9：30〜11：00
中央保健
センター

中央保健
センタ―

☎ 23-4400
女性のからだ
（ 要 予 約 ）

交 通 事 故
（ 要 予 約 ）

27日（木）
10：00〜15：00 大町合同庁舎

北アルプス地域振興局
総務管理課
県民生活係
☎ 23-6502

心 配 ご と
（ 要 予 約 ）

10日・24日
月曜日

13：00〜16：00 総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
（要予約）

10日・24日
月曜日

13：00〜15：00

成年後見制度
（ 要 予 約 ）

27日（木）
13：30〜15：30

総合福祉
センター

成年後見支援センター
☎ 22-1550

生活・就労
（ 要 予 約 ）

平日
9：30〜17：00

総合福祉
センター

まいさぽ大町

生活就労支援センター
まいさぽ大町
☎ 22-7083

若 年 者
就 職 相 談

（ 要 予 約 ）
20日（木）

13：30〜17：00
第５会議室

（市役所本庁舎 2 階）
商業労政係

☎ 市 内線 542

人 権 20日（木）
10：00〜16：00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり
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この広報紙は再生紙を使用し、
植物油インキで印刷しています。

■編集　大町市役所　総務部情報交通課広聴広報係（〒398-8601大町市大町3887　☎ 22-0420  FAX23-5050）　■印刷　㈱奥村印刷所

 人の動き 　３月１日現在、（　）内は前月比

　総人口 25,981 （－47）　男 12,631 （－17）　転入 68　出生 8
　世帯数 11,941 （－13）　女 13,350 （－30）　転出 89　死亡 34

休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

  （診療時間9:00〜17:00）

2日（日）
遠藤内科医院 神栄町 ☎ 22-0031
太田医院 池田町 ☎ 62-1010
栗田医院 白馬村 ☎ 72-2428

9日（日）
最上整形外科クリニック 上　一 ☎ 23-3300
あづみ病院 池田町 ☎ 62-3166
横沢医院 白馬村 ☎ 72-2008

16日（日）
菊地クリニック 上　一 ☎ 21-2580
西森整形外科 松川村 ☎ 61-1700
小谷村診療所 小谷村 ☎ 82-2044

23日（日）
小野医院 堀六日町 ☎ 22-0047
松本クリニック 松川村 ☎ 61-5151
しんたにクリニック 白馬村 ☎ 75-4177

29日（土）
平林医院 六九町 ☎ 22-2525
せりざわクリニック 池田町 ☎ 62-3000
白馬診療所 白馬村 ☎ 75-4123

30日（日）
横澤内科医院 下仲町 ☎ 22-0371
あづみ病院 池田町 ☎ 62-3166
横沢医院 白馬村 ☎ 72-2008

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

（受付時間9:00〜11:00、診療時間9:00〜12:00）
2日（日） 丸山歯科クリニック 松川村 ☎ 62-0648
9日（日） 横澤歯科医院 六九町 ☎ 22-1343

16日（日） いとう歯科医院 松川村 ☎ 62-8880
23日（日） にこにこデンタルクリニック 下　一 ☎ 23-5612
29日（土） あづみ病院歯科口腔外科 池田町 ☎ 61-1168
30日（日） 平林歯科医院 東　町 ☎ 22-1149

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。

 （営業時間9:00〜17:30）
2日（日） 林薬局 仁科町 ☎ 22-0151
9日（日） かみいち林薬局 上　一 ☎ 26-3025

16日（日） 轟薬局 上　一 ☎ 21-1512
23日（日） カネリキ山口薬局 大黒町 ☎ 22-0184
29日（土） タカミ薬局 下仲町 ☎ 22-0180
30日（日） 林薬局 仁科町 ☎ 22-0151

大町市・白馬村・小谷村・糸魚川市　市民・村民限定割引

白馬岩岳マウンテンリゾート

500円

　ゴンドラで８分間の空中散歩、標高1,289ｍの岩岳山頂へ。そ
こからは北アルプスや白馬村、北信の山々など360度の展望が
広がります。絶景テラス「HAKUBA MOUNTAIN HARBOR」や

「白馬ヒトトキノモリ」のほか、各種アクティビティが充実しており、
気持ちの良い空気の中で心身ともにリフレッシュいただけます。

■営業期間　４月28日（金）～11月12日（日）　※2023–2024ウィンターシーズンは12月末から。
■ゴンドラリフト営業時間　午前８時30分～午後５時（上り最終　午後４時20分）

　大町市・白馬村・小谷村・糸魚川市にお住まいの皆さんには、通年、割引価格でチケットを販売します。
チケット窓口で利用者全員の証明書（マイナンバーカードまたは運転免許証）をご提示ください。

ゴンドラリフト往復・５線サウスリフト乗車含む
リゾート入場チケット

（スキー場滑走は不可）

ウィンターシーズン・グリーンシーズンともに
大人通常　2,400円  ▶小児通常　1,300円

※ペットの乗車賃は一頭当たり700円です。
■問い合わせ　（株）岩岳リゾート　℡72-2474　ホームページhttps://iwatake-mountain-resort.com/

４月の休日医療情報

基本的な感染対策は今後も継続してください 行事などは感染状況により内容変更の場合あり

一律

きらり★情報館


